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第１章　解説編

本手引きは、厚生労働省委託事業「テレワークに対応したメンタルヘルス対策に関する調査等事業」検討委員会に
おいて作成されました。

テレワークの動向1

テレワークがもたらす就業への影響と
テレワーク下におけるメンタルヘルス対策の課題

（１）テレワークの導入・運用がもたらす就業への好影響
（２）テレワークの導入・運用がもたらす就業への好ましくない影響と関連する要因
（3）テレワークにおけるメンタルヘルス対策を実施する上での課題
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はじめに

「テレワーク」とは、インターネットなどのＩＣＴを活用して自宅などで仕事を
する、時間や場所を有効に活用できる柔軟な働き方であり、働き方改革の
一環で注目を集めています。

テレワークには、労働者にとってはワーク・ライフ・バランスの確保、企業に
とっては業務効率化による生産性の向上等、様々なメリットがある一方、

「長時間労働になりやすい」「コミュニケーションが取りづらい」等、メンタル
ヘルス不調につながる恐れも指摘されており、テレワークに対応した適切
なメンタルヘルス対策の推進が求められています。

厚生労働省では、「テレワークの適切な導入及び実施の推進のためのガイドライン」1）を公表しており、自宅等で
テレワークを行う際のメンタルヘルス対策の留意点を示しています。

本手引きは、全国の事業場において、テレワークにおけるメンタルヘルス対策に取り組む際の参考となるよう、
文献調査及び企業28社に対するヒアリングによる好事例の収集・調査を通じてメンタルヘルス対策のポイント
を整理・解説するとともに、具体的な取組事例をご紹介したものです。

好事例の収集・調査は、様々な業種・規模の企業を対象に行いました。
異なる業種・規模であっても、取組のヒントが含まれていると考えられ
ます。ぜひ本手引きをご覧いただき、各事業場の実態に即したメンタル
ヘルス対策の推進にお役立てください。

本手引きは、テレワークの導入・推進に取り組む事業者、人事労務管理スタッフ、産業医、衛生管理者、保健師等の
産業保健スタッフ等の皆様にご活用いただくことを想定していますが、テレワークを行う労働者やその管理監督
者等においても参考にしていただけると考えています。

テレワークによるメンタルヘルスへの影響とその対応策についてご紹介しています。業種を問わず参考となる取
組もありますので、事業場ごとの課題への対応、メンタルヘルス不調の予防策を検討する際の参考としてお役立
てください。

主な想定読者

活 用 方 法

1  https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/shigoto/guideline.html

（１）メンタルヘルス対策の基本と課題への対応
（２）テレワーク下における職場のストレス要因に対応した取組

関連指針等
相談窓口一覧
情報提供サイト
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1 �

ຽ間ا業における労働者を対としたύωル調ࠪ�では、৽ܕコϩφイルス感છのが発ੜ
する前の通ৗ月では、̓ 割が在宅勤務・テレワークを実施していないと回していました。一方、
৽ܕコϩφイルス感છのྲྀ行ޙのྩ３年̒月時では、在宅勤務・テレワークを週１日以上
行っている労働者の割合は、約̒ 割となっています。

�  独立行๏人 労働ݚ・ڀݚࡦमػ構ʮ৽ܕコϩφイルスによるޏ用・ब業のӨڹ等に関する調ࠪ、ੳ̥ ̩ʯ（ྩ3年̓ 月）
3  ްੜ労働লҕୗ事業ʮྩ２年度テレワークの労務理に関する૯合的実態調ࠪڀݚ事業ʯ（ྩ3年3月）

ୈ̍ ষɹղઆฤ

テレワークのಈ向

同調ࠪでは、テレワークを実施した労働者の約̐割が、ޙࠓもテレワークのܧ続を希望しています。
また、ا業にとっては、༏लな人ࡐの確保や業務のޮ率・ੜ産性の向上3などのޮՌがあり、テレワー
クは、৽ܕコϩφイルス感છのྲྀ行ޙも働き方のબࢶの１つとして一定程度、定ணするとߟ
えられます。

一方で、出社中心の働き方を希望する労働者の割合も���1ˋと数をえています。ޙࠓはオフィ
スの出社とテレワークを組み合わͤたϋイブリッυܕの勤務スタイルもߟえられます。

�
テレワークは、働く時間や場ॴを有ޮに活用できる働き方であり、職場環境や業務内༰、ͻいてはࢲ
ੜ活にも、༷ ʑなม化をもたらします。

テレワーク͕もたらすब業へのӨڹと
テレワーク下におけるメンλルϔルスରࡦの՝

ʢ̍ ʣテレワークのಋೖ・ӡ用がたら͢ब業へのӨڹ

ࠒのదな࿑務管理や業務ޮ化の取組のと、テレワークをదにಋೖ・ӡ用することで、
労働者にとっては、ʮ௨ؒ࣌ۈをઅ約͢る͜とができるʯʮ௨ۈによる৺のෛ୲がগないʯʮܺؒ࣌
ؒなͲを༗ޮ活用͢る͜とができるʯʮ୲しͯいる業務にूதできるʯʮҭࣇ・հޢと事のཱ྆が
しや͢いʯといͬたメリットがあります。݁ Ռとして、ストレスのܰݮなど、メンタルヘルスにྑいӨڹ
をもたらすことも報͞ࠂれています4。

�

4  ްੜ労働লʮྩ２年度テレワークの労務理に関する૯合的実態ڀݚ事業ʯ（ྩ3年3月）

テレワークによるม化とメンタルヘルスへのӨڹ

業のا

ϫʔΫϥΠϑ
όϥϯεͷ্

˔家族とաؒ࣌͢͝や、ࣗ の
झຯのたΊのؒ࣌が૿Ճした

˔ҭࣇ・հޢ・පྍ࣏ؾと事の
ཱ྆がՄになͬた

ಇ͖ํͷଟ༷Խ
˔働きํ改ֵがਐΜͩ
˔௨ࠔۈな社һがܧଓしͯ働͘
͜とがՄになͬた

ͦͷଞ ˔業務ϓϩセスのݟしに
ͭながͬた

ϝϯλϧϔϧε
˔ストレスがܰݮした
͢るੜきํをબできるر˔
Մ性が૿えた

事ʹؔ͢Δ
ΞτΧϜ

が্事のޮ化、ੜ産性の˔
ਐలした

˔ଟ༷な人ࡐの֬อによる
事業の෯ががͬた

テレワークの実施ޙのストレス
チェックではߴ、 ストレス判定
者の割合がେ෯にԼがりまし
た。通勤時間が͞ݮれて身
ମ的なෛ୲がݮるなどのӨڹ
があったのではないかとߟえ
ています。	業・େن


メンタルヘルス不調によるٳ業
者はテレワークの本֨導入ޙ、
向にあります。テレワーগݮ
クを実施した労働者を対とし
たアンケートでは、テレワークに
関するຬ足度がߴいという݁Ռ
がありました。（業・େن）

ɾςϨϫʔΫΛۈࡏ

ि ̍Ҏ্͍ͯͬߦΔ

࿑ಇऀͷׂ߹ɺׂ̒です。

ʢྩ݄̏̒ ʣ࣌

テレワークによるม化 メンタルヘルスへのӨڹ
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˔家族とաؒ࣌͢͝や、ࣗ の
झຯのたΊのؒ࣌が૿Ճした

˔ҭࣇ・հޢ・පྍ࣏ؾと事の
ཱ྆がՄになͬた

ಇ͖ํͷଟ༷Խ
˔働きํ改ֵがਐΜͩ
˔௨ࠔۈな社һがܧଓしͯ働͘
͜とがՄになͬた

ͦͷଞ ˔業務ϓϩセスのݟしに
ͭながͬた

ϝϯλϧϔϧε
˔ストレスがܰݮした
͢るੜきํをબできるر˔
Մ性が૿えた

事ʹؔ͢Δ
ΞτΧϜ

が্事のޮ化、ੜ産性の˔
ਐలした

˔ଟ༷な人ࡐの֬อによる
事業の෯ががͬた

テレワークの実施ޙのストレス
チェックではߴ、 ストレス判定
者の割合がେ෯にԼがりまし
た。通勤時間が͞ݮれて身
ମ的なෛ୲がݮるなどのӨڹ
があったのではないかとߟえ
ています。	業・େن


メンタルヘルス不調によるٳ業
者はテレワークの本֨導入ޙ、
向にあります。テレワーগݮ
クを実施した労働者を対とし
たアンケートでは、テレワークに
関するຬ足度がߴいという݁Ռ
がありました。（業・େن）

ɾςϨϫʔΫΛۈࡏ

ि ̍Ҏ্͍ͯͬߦΔ

࿑ಇऀͷׂ߹ɺׂ̒です。

ʢྩ݄̏̒ ʣ࣌

テレワークによるม化 メンタルヘルスへのӨڹ



テレワークを実施しͯいるا業の約��ˋがʮテレワークのํがै業һのメンタルケアがしいʯとճ
͢るなͲ�、テレワークԼでは、ै དྷのメンタルヘルス対策ではेに対Ԡできない場߹ありま͢ɻ

3 4

テレワークがదに導入・ӡ用͞れない場合には、ʮؒ࣌࿑働になりや͢いʯʮコミュニケーション
が取りづらいʯなど、テレワークならではの՝がੜじやすいことも報͞ࠂれています�。また、ۙ 年
では、リモート環境Լでのϋラスメントなど、৽たなもੜじています�。

んだり、コࠐない会や૬ஊがしづらくなり、みを๊えؾಉ྅との、Կ・্࢘
ミュニケーション不足による孤独感・孤立感を感じたりする。

特に職場の人間関係がेに構築できていなかったり、業務をे理解できてい
ない৽ೖ社һやҟಈのあͬたऀは、不҆やストレスを感じる。

理職が、部Լの状況の把握や理にΉ。過度に理しようとすると、ϋラスメ
ント等につながるڪれもある。

お互いの働き方が見えづらくなり、割୲や業務内༰が不明確になったり、ภり
がੜじたりする。

労働者を現認することができないため、労務理等が難しくなり、݁ Ռとして長時
間労働に気付きにくい等のがੜじる場合がある。

৽たな働き方や社会情に対応するため、仕事のෛՙが過重になる。

自宅等の作業環境が整っていないため事にूதできͣ、ストレスを感じる。

自宅等でύιコンや周ลثػがेでなく、࡞業ޮの低Լをটきストレスを感
じる。

ࣗで働͘場߹のޫඅ、ࡁܦతなෛ୲のためストレスを感じる。

ʢ�ʣテレワークのಋೖ・ӡ用がたら͢ब業へのまし͘ないӨڹとؔ࿈͢る要Ҽ

ʢ�ʣテレワークにおけるメンタルヘルス対策を実施͢る্での課題

̞̘ に̩ۤखҙࣝのある労働者が、テレワーク自ମにストレスを感じる。

πールをうまく活用できͣ、業務行がඇޮతになり、ストレスを感じる。

業務時間外にメールやి等の対応を要͞ٻれたʯʮब業時間中に上࢘から過
度なࢹをडけたʯ等のϋラスメントもある。

テレワークを実施できる労働者とそうでない労働者のॲ۰やධՁについて、不ެ
ฏ感や不҆を感じる。

きにؾえづら͘、メンタルヘルスෆௐの༧ஹにݟがࢠ業では、ʮ࿑働ऀの༷ا回調ࠪを行ったෳ数のࠓ
͘いʯといった՝がࢦఠ͞れていました。

̖ɹテレワークԼにおける職場のストレス要Ҽʢྫʣ

ରਓؔ

ద性

通勤がなく、いつまでも業務を行うことが出来るため、事とϓライϕートの۠ผ
があいまいになってしまう。

ワーク・ϥΠフ・
όϥンス

事のྔతͳෛ担

職場環境
ʢ理తཁҼʣ

職場環境
ʢ৺理社ձతཁҼʣ

自宅等でのテレワークに対して家庭での理解・協力がಘられͣ、ストレスを感じる。

一人らしの場合の向として、ૄ 。や͢い͡ײをײಠݽやײ֎

#ɹ職場Ҏ֎の要Ҽʢྫʣ

家庭環境

通勤や外出等がなくなることでӡಈෆにؕったり、働き方がมわることでੜ活リ
ζϜがෆنଇとなり、৯事やਭがेに取れなくなったりする。

気సしにくくなること等がݪ因で、ମతなମௐෆྑをきた͢。

$ɹݸ人తな要Ҽʢྫʣ

ੜ活श׳・
ମௐ管理

�  独立行๏人労働ݚ・ڀݚࡦमػ構ʮ情報通信ثػを利用したଟ༷な働き方の実態に関する調ࠪʯ（ฏ成�7年�月）
�  ౦ژେֶ医ֶڀݚܥՊਫ਼ਆ保健ֶʮ৽ܕコϩφイルス感છに関わる全ࠃ労働者オンライン調ࠪʯ（ྩ�年1�月）

૯務ʮメンタルヘルスケアに関する調ࠪʯ（ྩ�年9月）ץ会社月ࣜג  7

テレワークをಋೖしͯいるا業では、次のよ͏なฉかΕͯいま͢ɻ

がしいݟൃظૣ

オンライン会ٞシステϜを使って面談をする場合、
ʮ対໘で໘ஊ͢る࣌よりಘらΕるใྔがগな͘、࿑
働ऀの৺の状ଶが把握・ධՁしづらいʯといった
にΉا業もগなくありまͤん。

その他、労働者の状況によっては、ٸᬎ対໘による໘ஊ
を実施͢る、医ྍؔػへの͢Έやかなडをଅ͢、ૣ
。な対Ԡも取り組Ήき重要な՝の１つとなりますٸ

オンライン会ٞシステϜを௨͡た໘ஊでは࿑働ऀの৺の状ଶの把握・ධՁがしい

一ൠに、ストレス要因はʮ職場のストレス要Ҽʯʮ職場Ҏ֎の要Ҽʯʮݸ人తな要Ҽʯにけられます
が、テレワークԼのओなストレス要因として、以Լがڍげられます。ώアリング調ࠪでもଟくのا業
から同じようなストレス要因のࢦఠがありました。

ςϨϫʔΫΛ࣮ࢪし͍ͯΔ

ͷ��ˋ͕ςϨϫʔΫۀا

ͷํ͕ैۀһͷϝϯλϧέΞ

͕し͍ͱ͍ͯ͑ߟΔ

˞対ࡦはʮୈ1ষ3（�）テレワークԼにおける職場のストレス要因に対応した取組ʯࢀর

˞対ࡦはʮୈ1ষ3（1）ᶅメンタルヘルス不調の気づきと対応ʯࢀর
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業のا

� �

ʮ˞職場における心の健߁づくり～～労働者の心の健߁の保૿࣋進のためのࢦ～ʯを基に作成

メンタルヘルス対ࡦでは、࣍の̏ ͭのʮ༧ʯを円滑に行うඞ要があります。

一次༧：ストレスチェック制度の活用や職場環境等の改善を通じてメンタルヘルス不調をະવにࢭする
ೋ次༧：メンタルヘルス不調を早期に発見し、దなાஔを行う
の支援等を行うؼ次༧：メンタルヘルス不調となった労働者の職場෮ࡾ

テレワークにおけるメンλルϔルスରࡦの
ϙΠントとཹҙ

ʢ̍ ʣメンタルヘルス対策のجຊと課題への対Ԡ

そのためには、以Լのਤのʮ۩ମ的な進め方ʯに示すメンタルヘルスケアを推進するためのڭ育ݚ
म・情報提ڙ等を通じて、事業場内外の各関係者による以Լのਤに示すʮ̐ͭ のケアʯをޮՌ的に推
進することが重要です。

テレワークにおけるストレス要因や有ޮなメンタルヘルス対ࡦは、事業場によって༷ʑです。各事
業場の実態や՝をଊえた上で、̥̙̘ ̖サイクルをճしながら取組をਐΊることが重要です。

事業者は、理ಜ者に対して、メンタルヘルスケアにؔ͢る事業場のํ、職場でメンタルヘル
スケアを行͏ҙٛ、ストレスٴͼメンタルヘルスケアにؔ͢るૅجࣝ、管理ಜऀのׂٴͼ৺
の݈߁題に対͢るਖ਼しいଶを༰と͢るڭҭݚम、ใ提ڙを行うඞ要があります。

なお、ৗ時使用する労働者が�0人ະຬのখن事業場では、Ӵੜਪਐऀຢは҆શӴੜਪਐऀを
事業場メンタルヘルス୲ऀとしͯબするとともに、Ҭ産業อ݈センターの事業場֎ࢿ
。తに活用することも重要ですۃԉをੵࢧる͢ڙの提ݯ

�

メンタルヘルス対策のਐΊํ

テレワークの実施ܗଶผにݟた課題ʢا業ଆʣ

なお、テレワークの実施ܗଶによͬͯ、ا業ଆの課題ҙࣝがҟなる͜とใ͞ࠂΕͯいま͢�ɻ͜ の͜と
から、࿑働ऀや事業場の実にԠ͡た対策が必要とߟえらΕま͢ɻ

�  独立行๏人労働ݚ・ڀݚࡦमػ構ʮ情報通信ثػを利用したଟ༷な働き方の実態に関する調ࠪʯ（ฏ成�7年�月）

テレワーク導入ޙは、৽しい働き方に
れないことに対する不ຬの声もฉ׳
こえてきましたが、一定程度経過し、労
働者も׳れることで不ຬの声はݮって
きました。一方で、一人らしの方か
ら、心身の不調を訴える声が૿えてき
ています。一人らしの労働者につい
ては、テレワークの実施ස度がくて
もサポートがඞ要だと感じています。

（業・େن）

テレワークの実施ස度が週3
日以上のケースで、ストレスを
感じる労働者が૿えるҹが
ありました。特にオンラインで
コミュニケーションがうまく取
れないことに対するストレスを
訴える声があったので、対ࡦを
じることとしました。（サービߨ
ス業・খن）

ऴࡏۈ

ਐ状況なͲの管理がしいҐ̍

�のҰ部ࡏۈ

࿑働ؒ࣌の管理がしい

ϞόΠルワーク˞

ใセΩュリテΟの֬อに題がある

࿑働ؒ࣌の管理がしい�Ґ コミュニケーションに題がある
ใセΩュリテΟの֬อに題がある ࿑働ؒ࣌の管理がしい

コミュニケーションに題がある
ใセΩュリテΟの֬อに題がある�Ґ ਐ状況なͲの管理がしい のコストがかかるثػ

セルフケア ラインによるケア 事業場֎ݯࢿによるケア事業場産業อ݈
スタッフによるケア

一ൠ࿑働ऀ 管理ಜऀ 産業医、อ݈ࢣ
Ӵੜ管理ऀ

事業場֎のػ ・ؔ
ઐ家ʢ&"1ʣ

ストレスやメンタルヘル
スに対͢るਖ਼しい理解
ストレスチェックなͲを
活用したストレスへのؾ
づき
ストレスへの対ॲ

✓

✓

✓

職場環境の把握と改善
࿑働ऀからの૬ஊ対Ԡ
職場෮ؼにおけるࢧԉ

なͲ

✓
✓
✓

۩ମతなメンタルヘルス
ケアの実施にؔ͢るاը
ཱҊ
ใの取ѻい߁人の݈ݸ
事業場֎ݯࢿとのネット
ワークのܗ成やͦの૭ޱ
職場෮ؼにおけるࢧԉ

なͲ

✓

✓
✓

✓

ใ提ڙやॿݴをडけ
るなͲ、サービスの活用
ネットワークのܗ成
職場におけるࢧԉ

なͲ

✓

✓
✓

へのྀޢ人ใอݸ

Ӵੜҕһ会におけるௐࠪ৹ٞ৺の݈߁づ り͘ܭըの策ఆ

ʢ�ʣメンタルヘルスケアのڭҭݚम・ใ提ڙʢ管理ಜऀをؚΉશͯの࿑働ऀが対Ԡʣ Ұ࣍༧ʙ࣍ࡾ༧

ʢ�ʣ職場環境の把握と改善ʢメンタルヘルスෆௐのະવのࢭʣ Ұ࣍༧

ʢ�ʣメンタルヘルスෆௐへのؾづきと対Ԡ

ʢ�ʣ職場෮ؼにおけるࢧԉ

ೋ࣍༧

༧࣍ࡾ

ʢメンタルヘルスෆௐにؕる࿑働ऀの
とదな対Ԡʣݟൃظૣ

ʢ࿑働ऀࣗによるケアʣ ʢ管理ಜऀによる෦Լである
࿑働ऀに対͢るケアʣ

�つの
ケア

۩ମతͳ
ਐΊํ

˞ి࿈བྷだけではなく、会社のサーόーにアクセスできる環境で、施設にґ存ͤͣどこでも仕事が可な働き方（Ӧ業職など）
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ʻຌྫʼ˞各用ޠの解説はQ�̒（ຢは労働者の心の健߁の保૿࣋進のためのࢦ）ࢀর

େا業：従業һ数300人以上、中খا業：300人ະຬ

一࣍
༧Ұ࣍ ೋ࣍

༧ೋ࣍ ࣍ࡾ
༧࣍ࡾ セルフケア セルフ

ケア ϥΠンケア ラインに
よるケア

事業場内
ઐ門職ケア

事業場内産業保健
スタッフによるケア 事業場֎ݯࢿ 事業場外ݯࢿ

によるケア

管理職に対しͯは、ࡏۈ務におけるメンタルヘルスF�MFBSOJOHの実施、メンタルヘルス管理職
मを実施しͯいるɻまた、৽ೖ社һにͭいͯは、環境がมΘͬたかりであるたΊ、ೖ社までݚ
৺にؔ͢るサϙートݚमϓϩάラϜを実施しͯいるɻʢେا業・業ʣ

7 �

ᶃメンλルϔルスケアをਪਐするたΊのڭҭݚम・情報ఏڙ【Ұ࣍・ೋ࣍ࡾ・࣍༧】

一ൠ労働者や理ಜ者、事業場内産業保健スタッフ等に対し、ͦ ΕͧΕの職務にԠ͡たڭҭݚ
म・ใ提ڙを行います。事業場にڭҭݚम୲ऀをܭըతにཆ成することも有ޮです。

ᶄ職場環境のѲと改善【Ұ࣍༧】

労働者のメンタルヘルス不調には༷ʑな要因がӨڹを༩えます。ৗの職場管理や࿑働ऀから
のҙݟௌ取の݁果や、ストレスチェック੍のूஂੳの݁果を活用し、職場環境をධՁし
ͯ題を把握͢るととに、ͦ の改善をਤることが重要です。

テレワーク導入ޙ、業務行や心身の状態にがないかアンケート調ࠪやώアリング調ࠪを
実施する、テレワーク導入前ޙのूஂੳ݁Ռの推Ҡを見るなどしてテレワークにうがੜ
じていないか把握し、職場環境改善に立てているا業もあります。

テレワークでは、࿑働ऀؒのコミュニケーションෆによりݽ・ײཱݽಠײをট͘など、օが出勤
して業務を行っていたࡍとはҟなるストレス要因に面する可性があります。テレワークで働
。मを௨ͯ͡पすることが重要ですݚ、のセルフケアやラインによるケアにͭいͯࡍ͘

また、テレワークにおいても、৺の݈߁にͭいͯ૬ஊしや͢い૭ޱのඋ・पが望まれます。
ి、業によっては、メールやチャットا での相談サービスを導入することで、テレワークԼで
ར用しや͢い૬ஊ૭ޱを確保している事ྫがあります。

なお、特に理ಜ者の中には、部Լの༷ࢠが把握しづらかったり、コミュニケーションが取りづ
らくなったりするなど、対応にྀۤする場合もগなくありまͤん。理ಜ者からの相談に対応
するなど、管理ಜऀをサϙート͢るࢹも有用です。

֊ผݚमの実施

一次
ೋ次 ラインケア

会社としͯ、産業医やอ݈ࢣにチϟットでの૬ஊやオンラインでの໘ஊができるサービスをܖ約
し、テレワークで૬ஊしや͢いମ੍を֬อしͯいるɻʢதখا業・ใ௨৴業ʣ

メールやチϟット、ి での૬ஊサービスのར用

一次
ೋ次

事業場
ઐ職ケア

ラインケアとしͯ、্ と෦Լの�PO̍࢘ ミーテΟンάを実施しͯいるɻ�PO�をޮ果తに行͏たΊ、
෦Լのෆௐにؾづ͘たΊのサイン、サインがあͬた場߹の取るきアクション、ௌのコπにͭ
いͯ、産業医によるマネージϟーけݚमを実施しͯいるɻまた、マネージϟーけに̍ճࢀՃ必
ਢのݚमやຖ݄�ճのҙࢀՃのूまりがあり、ͦ のதで、マネージϟーಉ࢜で෦Լとのコミュ
ニケーションやラインケアでͬࠔた͜とがあΕお互いに૬ஊできるػ会があるɻʢେا業・ใ௨
৴業ʣ

管理職によるラインケアをサϙート
ラインケア

テレワークをਪਐ͢るத、࿑働ऀࣗによるセルフケアのॏ要性がߴまͬͯいるɻセルフケアの一
ॿとなるよ͏、メンタルヘルスؔ࿈のใを୭でアクセスできるϙータルサイトを௨ͯ͡࿑働ऀに
ൃ৴しͯいるɻストレスチェックのूஂ݁果ࡌܝしͯおり、ؔ ৺をͯͬ࣋ら͏よ͏にしͯいるɻʢେ
ઃ業ʣݐ・業ا

社ϙータルサイトでのใൃ৴
一次

とޱతに対Ԡ͢る૭ݩなͲの૬ஊに一߁にͤͣ、働きํや৺の݈ؾや人事෦からのධՁを্࢘
しͯ、ώューマンリιースセンターをઃஔしたɻώューマンリιースセンターઃஔޙ、メンタルヘルス
によるٳ職ऀはग़ͯおらͣ、テレワークԼにおいͯ૬ஊしや͢い૭ޱとしͯػしͯいるɻʢதখ
ઃ業ʣݐ・業ا

૬ஊしや͢い૭ޱ・ମ੍のඋ

セルフケア

テレワークで働͘࿑働ऀのリアルなや課題を把握͢るたΊに、テレワークಋೖޙ、アンケートやώア
リンάを実施したɻௐࠪの݁果、ࣗ の࡞業環境がͬͯおらͣストレスͩとい͏࿑働ऀがଟい͜とが
໌したたΊ、ͦ し͏た࿑働ऀに対しͯはサテライトオフΟスの活用をਪਐしͯいるɻʢதখا業・Էച業ʣ

࿑働ऀを対としたアンケートやώアリンά
ௐࠪの実施と対策

一次
事業場
ઐ職ケア

事業場
ઐ職ケア

一次
事業場
ઐ職ケア

一次
ೋ次

テレワークԼのメンタルヘルス対策においͯ、͜ ΕらのجຊతなߟえํはมΘりまͤΜが、テレワー
クでは、メンタルヘルス対策をਐΊるにたり、次のよ͏なにͭいͯཹҙが必要で͢ɻ
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10

特に配慮が必要な労働者に対しては産業保健スタッフによるコミュニケーションの機会を増やす
等、対象者に応じて対応を工夫している企業もあります。

また、労働者の家族による気づきや支援を得るために、家族に理解・協力を呼び掛けることも有
用です。

③メンタルヘルス不調への気づきと対応【二次予防】

万が一、メンタルヘルス不調に陥る労働者が発生した場合には、その早期発見と適切な対応を
図ることが必要です。労働者の個人情報の保護に十分留意した上で、次の３つの項目に取り組む
ことが重要です。

なお、テレワーク下では上司等が労働者を現認できないことから、労働者の状況が把握しづらい
といった課題があります。上司等が労働者の心身の状況や変化を把握できるような取組や仕組
みの整備が望まれます。

労働者による自発的な相談とセルフチェック
管理監督者、事業場内産業保健スタッフ等による相談対応
労働者の家族による気づきを促すための支援　等

月に１回、全労働者に対してチャットで働き方や心身の状態に問題がないかを確認しており、コ
ミュニケーションをとるようにしている。気になる労働者がいれば、本人の同意を得た上で、上司へ
の橋渡し等を行っている。フルリモートの労働者については月1回、定期的にオンライン面談の機会
を持って、困りごとがないか等を確認している。（中小企業・情報通信業）

定期的にチャットやオンライン面談で働き方や
心身の状態を確認

事業場内
専門職ケア

テレワーク導入後の働き方や心身の状態を把握するため、アンケート調査を2回実施した。その中
で環境整備の問題が出てきたため、在宅勤務手当を導入した。その他、明るさの設定等、作業環境に
対する情報提供も行った。（大企業・情報通信業）

アンケート調査結果に基づく作業環境整備の取組

1か月の時間外労働が60時間以上の場合疲労蓄積度チェックリストを送付し振り返りを推奨、80
時間超で同チェックリストの回答を督促し、疲労蓄積度の高い労働者で面談を希望する労働者につ
いて、産業医面談を実施している。（大企業・情報通信業）

疲労蓄積度チェックリストを活用したセルフケアの推奨

労働者の不調の早期発見ができるよう、またテレワークでも働きやすいよう、会社から労働者のご
家族に手紙を送付し、テレワークで働くことの特徴やリスク、問題や異変があった場合は会社に相談
してほしいことなどを伝えている。（中小企業・情報通信業）

テレワークで働くことに関する家族への
理解・協力の呼びかけ

2次

二次 セルフケア

一次
事業場内
専門職ケア

二次

日々、状態を把握できるよう、３問からなるコンディションサーベイを実施している（フィジカルに
問題がないか、メンタルに問題がないか、チームワークに問題がなく働くことができているか）。結果
は公開・非公開を選ぶことができる。公開を選んだ場合は、上長・人事（健康管理担当）に情報が開示
される。（大企業・情報通信業）

日々のコンディションサーベイの実施

11月に実施している健康診断、ストレスチェック後の事後措置として、労働安全衛生法の規定に
よる面接指導を全労働者に実施している。面談後にフォローアップが必要な労働者に対しては、
オンラインも活用し、定期的に連絡を取るようにしている。（大企業・卸売業）

産業保健スタッフによる全労働者面談の実施

ラインケア二次

事業場内
専門職ケア二次

事業場内
専門職ケア二次

ストレスチェックの集団分析の結果は衛生委員会で議論し、対策を検討している。高ストレス者
が多い事業場については、産業保健スタッフが関係者にヒアリングをして実態把握とともに職場環
境改善のサポートを行っている。テレワーク下ではコミュニケーションの問題が出てきたことから、
コミュニケーション促進の取組等を支援している。（大企業・保険業）

ストレスチェックの集団分析結果の活用

✓
✓
✓

企業の中には、次のような取組を通じて、労働者の状況や不調の兆しの早期発見に努めている事
例があります。

上司・労働者のオンライン面談の定例化
業務日誌の作成・提出
簡易なアンケート調査の定期的な実施
産業保健スタッフによる全労働者面談やチャットでの状況確認　等

✓
✓
✓
✓

9

一次
事業場内
専門職ケア
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1�

テレワークで働く場合にも対応できるよう、༧Ίテレワークを前提としͯ職場෮ࢧؼԉのखॱを
理しておくことがඞ要です。

ᶆ職場෮ؼにおけるࢧԉ【࣍ࡾ༧】

メンタルヘルス不調によりٳ業した労働者が円滑に職場෮ؼし、ब業をܧ続できるようにするた
め、Ӵੜҕһ会等において調ࠪ৹ٞし、産業医等のॿݴをडけながら、職場෮ࢧؼԉϓϩάラϜ
を策ఆすることがٻめられます。職場෮ؼ支援ϓϩグラϜの実施に関するମ制やن程を整උし、
労働者に周知するとともに、ϓϩグラϜが組৫的かつ計ը的に行われるよう取り組Ήことが重要
であることも、テレワークで働く場合であっても同༷です。

自ࡴ対ࡦでは、んでいる人にدりఴい、関わりを通してʮ孤独・孤立ʯを͗、支援することが重要で
す。ް ੜ労働লでは、自ࡴのݥةを示すサインに気づき、దな対応（んでいる人に気づき、声を
かけ、をฉいて、ඞ要な支援につなげ、見कる）をਤることができるʮήートキーύーʯをཆ成するた
め、ήートキーύーཆ成ݚमを推進しています。
IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�TUG�TFJTBLVOJUTVJUF�CVOZB������������IUNM

・業の中には、オンラインで面談を行う場合、可な限り対面での面談とมわらͣධՁا、ྉྫえࢿߟࢀ
判அできるよう、࣍のようなを行っている事ྫがあります。

面談のස度を૿やす
職期間中も、外部&"1サービス等を活用しながら、ੜ活リζϜや෮職に向けた४උ状況をٳ
確認するɹ等

✓
✓

11

テレワークでは໘ஊオンラインでの実施となͬͯいるɻ対໘よりಘらΕる
ใྔがݮる一ํ、໘ஊのௐがしや͘͢なͬたメリットあるɻͦ のたΊ、໘ஊのස
を૿や͢なͲしͯ、࿑働ऀの状況の把握やධՁにΊͯいるɻʢେا業・業ʣ

໘ஊのසを্げͯ対Ԡ

一次
ೋ次
次ࡾ

事業場
ઐ職ケア

テレワークがਐΉத、会 ・ٞ໘ஊはオンラインで実施͢る͜とが૿えͯいるが、メンタルヘルスෆ
ௐによるٳ職ऀとの職場෮ؼにけた産業医໘ஊはあえͯ対໘で実施しͯいるɻオンラインではे
に࿑働ऀの状況が֬ೝできないたΊ、ग़社したࡍの༷ࢠを֬ೝ͢るたΊであるɻʢେا業・อݥ業ʣ

テレワークで働͘場߹であͬͯ職場෮ؼに
けた産業医໘ஊは対໘で実施

次ࡾ
事業場
ઐ職ケア

෮職ࢧԉとしͯは、Ծ෮職ؒظをઃけたࢼしۈ務੍があるɻ֎෦૬ஊ૭ޱはٳ職தえるの
で、֘૭ޱのอ݈ࢣがੜ活リζϜを֬ೝし、෮職にけたサϙートを実施しͯいるɻʢେا業・ใ
௨৴業ʣ

テレワークで働͘人、֎෦&"1サービスを
ར用しながら෮職

次ࡾ 事業場֎ݯࢿ

一方、ا業によっては、出社可かどうかを確認するため、対面での面談をඞਢとしている事ྫ
もあります。࿑働ऀや事業場の状況にԠͯ͡ॊೈにઃఆすることが重要です。

なお、希ࢮ೦ྀが見られる等のٸۓ時にඋえ、༧め対応をا業・産業保健スタッフ等と共有する、
事前に希ࢮ೦ྀ等がٙわれる場合には対面での面談にりସえる等の対応も定͞れます。

なお、面談をオンラインで実施する場合、対面での面談よりもಘられる情報が限られる等の
がੜじる場合があります。長時間労働者の面ࢦ導や、ストレスチェック制度におけるߴストレ
ス者の面ࢦ導については、࣍のن定等にԊってదな対応を行うことがٻめられます。

●ްੜ労働ল労働基४ہ長通知ʮ情報通信ثػを用いた労働҆全Ӵੜ๏ୈ��の̔ୈ１߲、ୈ
��の̔の２ୈ１߲、ୈ��の̔の̐ୈ１߲ٴͼୈ��の10ୈ３߲のن定に基づく医ࢣによる
面ࢦ導の実施についてʯ（ฏ成�7年̕月1�日付け基発091�ୈ̑߸、࠷ऴ改ਖ਼ྩ２年11月
19日付け基発1119ୈ２߸）

●（独）労働者健҆߁全ػ構ʮオンラインによる医ࢣの面ࢦ導を実施するにあたってのཹҙ事߲ʯ
（IUUQT���www�KoIBT�Ho�KQ�TBnHZoVIoLFn�KoIoUFiLZo�UBCiE�194��%FGBVMU�BTQY）
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֤職場におい্ͯとの�PO�ミーテΟンάをੵۃతに実施しͯいるɻテレワークの実施のߴま
りととにコミュニケーションがرബ化したたΊ、্ と࿑働ऀとの�PO�のසをߴΊ、́ ΅ຖ実
施しͯいるɻʢதখا業・業ʣ

্との�PO�ミーテΟンάの実施
一次 ラインケア

チーϜによͬͯはオンラインミーテΟンάをఆظతʢि次、ຖʣに行͏、お互いの༷ࢠを把握͢
るをしͯいるɻテレワークでは୭がԿを実施しͯいるのかݟえづらいたΊ、ਐのࣗのใ
をえるよ͏にしͯいるɻʢதখا業・ใ௨৴業ʣ

チーϜ͝とのఆྫ会ٞの実施

ٙ、解ফのたΊײಠݽ・ײ֎ૄ తな職場環境としͯόーチϟルオフΟスアϓリをಋೖしたɻ業務ࣅ
Ҏ֎のϓライϕートなࡶஊがग़དྷるチϟットルーϜʮܜいの場ʯを࡞成し、Կؾないコミュニケーショ
ンをଅਐしͯいるɻʢதখا業・人ࡐݣ業ʣ

を༧͢るたΊのI$Tを活用した取組ײཱݽ・ײ֎ૄ

事業ऀが࿑働ऀとのコミュニケーションがݮる͜とをݒ೦し、社ใのൃ৴を։࢝したɻ݄ に�ճ
ఔ、事業ऀのϓライϕート、৺がΉよ͏な༰をメインでൃ৴͢るととに、࿑働ऀをେに
したいとい͏メッセージえͯいるɻʢதখا業・Էച業ʣ

事業ऀࣗらによる社ใを௨͡たใൃ৴

社では、ँײのͪ࣋ؾをえるサンクスΧーυを͢श׳があͬたがテレワークでは
ख͢͜とができないたΊ、άルーϓチϟットのシステϜをँײͯͬをえる組Έをಋೖしたɻ
ʢதখا業・ใ௨৴業ʣ

߹をえँײ ʮ͏サンクスΧーυʯのૹを
オンライン্で実施

�次

ࣗでのۈ務がしい࿑働ऀや֎ճりの࿑働ऀのたΊに、会社としͯシェアオフΟスをܖ約し、
ར用をਪしͯいるɻʢେا業・ใ௨৴業ʣ

シェアオフΟスの活用

労働者に向けて会社の動きや労働者をେにするメッセージをల։する等により、ࣗ でのテ
レワークがଓ͘தでײཱݽをͤ͞͡ײないをしている事ྫがあります。

テレワークԼにおける職場のストレス要因に対応した取組ྫとして、以Լがڍげられます。

ʢ̎ ʣテレワークԼにおける職場のストレス要Ҽに対Ԡした取組

̖ɹテレワークԼにおける職場のストレス要Ҽに対͢る取組
ᶃコミュニケーション活性化

コミュニケーション不足のに対して、࣍のような取組を通じて、コミュニケーション活性化を
ਤっている事ྫがあります。

チャットやオンライン会ٞシステϜ等のੵۃ的な活用
コミュニケーションをとるػ会の定ྫ化（上࢘・部Լの定ྫ会ٞ等）
業務以外の場でのަྲྀのػ会の設ஔɹ等

✓
✓
✓

ᶄ作業環境のඋ

自宅等でテレワークを行う場合、事務ॴӴੜج४نଇや࿑働҆શӴੜنଇのӴੜج४とಉの
等を行うこと等を通じて、作業環境を整えることが重要ݴ育・ॿڭ業環境となるよう、労働者に࡞
です。

労働者の中には、自宅等の環境や家庭の状況により、自宅等での作業がࠔ難な場合があります。
サテライトオフΟスのར用、ࣗ Ҏ֎での࡞業場ॴを用ҙすることも有用です。

作業環境を整えるためにඞ要なඅ用をا業が一部もしくは全部ෛ୲する等、࿑働ऀのࡁܦతな
ෛ୲のܰݮをਤっている事ྫがあります。

業にूதできない環境であるなͲ、実࡞務としͯいる場߹であͬͯ、家庭の事でۈࡏଇݪ
施がしい場߹があるɻͦ し͏た࿑働ऀのたΊに、ग़社બࢶとしͯೝΊͯいるɻʢେا業・ۚ ༥業ʣ

家庭の事でࡏۈ務がしい࿑働ऀのたΊに働͘場ॴを
ॊೈにઃఆ

ޫ、務ऀを対としͯۈࡏ අのิరのたΊにࡏۈ務खをڅࢧしͯいるɻまた、ࣗ に
8J�'Jやύιコンがない࿑働ऀに対しͯは、環境改善のඅ用ෛ୲を行ͬͯいるɻʢେا業・ݐઃ業ʣ

のඋに対͢るثػ務खやύιコンपลۈࡏ
खのڅࢧ

一次 ラインケア

一次 ラインケア

一次 ラインケア

一次 セルフケア

一次

一次

一次
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テレワークಋೖॳは、ࡏۈ務やスマートオフΟスにۈ務͢る࿑働ऀは、ۈ務ؒ࣌தはݪଇとし
ͯオンライン会ٞシステϜにৗ࣌ଓし、8FCΧメラで互いをը໘্でݟながら事をしͯいたɻ
しかし、શһࡏۈ務となりॅ事でϓライϕートをͤݟた͘ないなͲの事あり、ࡏݱはө૾
のৗ࣌ଓは行ͬͯいないɻʢதখا業・ใ௨৴業ʣ

աの把握にならないྀ

ただし、業務্必要性のない̍ 対̍ でのオンライン会ٞをٻΊる、ৗ࣌Χメラをͭける͜とを強੍
͢るはϋラスメントにͭながるڪΕがあるため、ҙがඞ要です。

ᶆπールの活༻ࢧԉ

労働者の中には、̞̘ ̩がうまく活用できͣ、テレワーク自ମがストレスとなる場合もあります。テレ
ワークಋೖのࡍ、業務༰のݟしやテレワークをར用できる࿑働ऀのൣғをきͪΜと理す
ることで、このに対ॲできることがあります。

πールの活用ํ๏にͭいͯݚमを行うなどして、円滑なテレワークの実施をサポートしている事
ྫがあります。

ᶇϋϥスメントରࡦ

テレワークԼにおいても、ϋラスメントのࢭのための取組がඞ要であり、࿑働
ऀを対としたपൃܒや૬ஊ૭ޱのઃஔ・पの取組がٻめられます。

テレワーク導入時に全労働者を対として、テレワーク時におけるϋラスメント
対ࡦのݚमを行った事ྫがあります。

࿑働ऀのதには、オンライン会ٞシステϜにෆ׳Εで、ੜ産性が低Լしたりストレスを͡ײたり͢
る場߹があるɻͦ ͜で会社としͯ、رऀに対しͯオンライン会ٞシステϜのར用ํ๏にͭいͯݚम
を行͏なͲしͯテレワークԼでの業務のԁな実施をサϙートしたɻʢதখا業・業ʣ

オンライン会ٞシステϜのར用ํ๏にؔ͢る
मの実施ݚ

オンラインでのコミュニケーションは、࣌としͯྫྷたいҹを༩える場߹あり、テレワークへの
Ҡ行ޙ、コミュニケーションにΉ࿑働ऀが૿えたɻϋラスメントがىきるなͲの題はࡏݦ化しͯ
いなかͬたが、୭し事ऀになりಘる͜とから、શ࿑働ऀを対としたリϞートϋラスメントࢭの
たΊのݚमを実施したɻʢେا業・ۚ ༥業ʣ

શ࿑働ऀを対としたリϞートϋラスメントに
ؔ͢るݚमの実施

テレワークの場合、ී 段よりもお互いの働き方が見えにくいため、πールを༗ޮに活用͢る͜と
で、࿑働ؒ࣌のݟえる化の取組をਐΊたり、্ 管理や業務管理をサϙートしؒ࣌による࿑働࢘
たりしているا業があります。

ᶅదͳ労管理

༧めテレワークの場合における࿑働ؒ࣌の管理を໌֬化しておき、労働者が҆心してテレワーク
を行うことができるようにするとともに、労務理や業務理を的確に行うことができるようにす
ることが望まれます。

࿑働ؒ࣌はάルーϓェアに࢝業・ब業ؒ࣌をೖ力し管理しͯおり、୭がいͭ働いͯいるかՄࢹ化で
きるよ͏にしͯいるɻまた、業務։࢝前に্にスケジュールをใࠂし、業務ऴྃޙに業務ใࠂをೖΕ
るルールとしͯいるɻ͜ Εにより、աॏ࿑働になͬͯいないか、աॏ࿑働のڪΕがないか֬ೝ͢る͜と
ができるɻʢதখا業・サービス業ʣ

πールを活用しͯ࿑働ؒ࣌をՄࢹ化
ೋ次 ラインケア

社インフラをඋし、テレワーク管理දを࡞成しͯ࿑働ऀશһがܭըతに業務を実施できるよ
͏にしͯいるɻまた、ۈଵ管理はシステϜで実施しͯおり、աॏ࿑働ऀへはシステϜからメッセージが
ಧ͘よ͏にしͯいるɻメールはຊ人ͩけではな͘શ管理職にಧ͘たΊ、୭がաॏ࿑働になͬͯいるか
をશମで把握できるよ͏な組Έとなͬͯいるɻʢେا業・ݐઃ業ʣ

աॏ࿑働ऀのૣݟൃظのたΊのシステϜをಋೖ
ೋ次 ラインケア

一次
事業場
ઐ職ケア

一次
事業場
ઐ職ケア

テレワークでは、ग़社しͯ働͘ときとҧい、࿑働ऀのݱೝができͣ࿑働ؒ࣌の把握がしいɻͦ ͜で、
ύιコンのϩάを取ಘし、࿑務管理をࣗಈでできるシステϜをશ社తにಋೖしたɻʢେا業・業ʣ

ύιコンのϩάで࿑務管理をࣗಈ化
ೋ次 ラインケア

一次 ラインケア
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ることが望まれます。

࿑働ؒ࣌はάルーϓェアに࢝業・ब業ؒ࣌をೖ力し管理しͯおり、୭がいͭ働いͯいるかՄࢹ化で
きるよ͏にしͯいるɻまた、業務։࢝前に্にスケジュールをใࠂし、業務ऴྃޙに業務ใࠂをೖΕ
るルールとしͯいるɻ͜ Εにより、աॏ࿑働になͬͯいないか、աॏ࿑働のڪΕがないか֬ೝ͢る͜と
ができるɻʢதখا業・サービス業ʣ

πールを活用しͯ࿑働ؒ࣌をՄࢹ化
ೋ次 ラインケア

社インフラをඋし、テレワーク管理දを࡞成しͯ࿑働ऀશһがܭըతに業務を実施できるよ
͏にしͯいるɻまた、ۈଵ管理はシステϜで実施しͯおり、աॏ࿑働ऀへはシステϜからメッセージが
ಧ͘よ͏にしͯいるɻメールはຊ人ͩけではな͘શ管理職にಧ͘たΊ、୭がաॏ࿑働になͬͯいるか
をશମで把握できるよ͏な組Έとなͬͯいるɻʢେا業・ݐઃ業ʣ

աॏ࿑働ऀのૣݟൃظのたΊのシステϜをಋೖ
ೋ次 ラインケア

一次
事業場
ઐ職ケア

一次
事業場
ઐ職ケア

テレワークでは、ग़社しͯ働͘ときとҧい、࿑働ऀのݱೝができͣ࿑働ؒ࣌の把握がしいɻͦ ͜で、
ύιコンのϩάを取ಘし、࿑務管理をࣗಈでできるシステϜをશ社తにಋೖしたɻʢେا業・業ʣ

ύιコンのϩάで࿑務管理をࣗಈ化
ೋ次 ラインケア

一次 ラインケア
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企業の中には、テレワークにおける働き方の特徴や注意点を労働者本人だけでなく家族にも伝
え、理解・協力を呼び掛けている事例があります。

仕事の進捗や業務量が把握しづらいため、評価制度を改定し、KPIをしっかりと設定し、アウトプット
で評価するとともに、上司、部下の1 on 1を活用するなど、タイムリーにフィードバックすることとした。

また、業務の都合上テレワークができない労働者に対しては、より快適な職場となるよう環境を整備
した。（大企業・製造業）

評価制度の見直し・周知

労働者の不調の早期発見ができるよう、またテレワークでも働きやすいよう、会社から労働者のご
家族に手紙を送付し、テレワークで働くことの特徴やリスク、問題や異変があった場合は会社に相談
してほしいことなどを伝えている。（中小企業・情報通信業）

テレワークで働くことに関する家族への理解・協力
の呼びかけ（再掲）

⑥処遇や評価に対する不公平感への対応

テレワークを実施できる労働者とそうでない労働者の処遇や評価について、不公平感が生じな
いよう、予め、上司が部下に求める内容や水準等を具体的に示す、評価対象期間中にはその達成
状況について共通の認識を持つための機会を柔軟に設ける等の取組が望まれます。

仕事のメリハリをつけるため、週５日、フルリモートでテレワークを行う期間中、始業時にその日重
点的に取り組むことを確認し、終業時に1日の振り返りを行うオンライン会議を毎日実施した。（中小
企業・情報通信業）

始業・終業時にオンラインで会議を実施
一次

セルフケア
ラインケア

衛生委員会において、テレワーク下での運動不足の問題が指摘された。そこで、毎日15時にスト
レッチができる「ウェルネスタイム」と呼ばれる動画配信を行うこととした。（大企業・情報通信業）

テレワーク下での運動不足対策として、
運動に関する動画を定期に配信

一次 セルフケア

テレワークが長時間続くと、運動不足や肩こり・腰痛などにより疲れが溜まる場合がある。そこで、
疲れが溜まってきやすい夕方の時間帯に身体を動かしたり、机に向かわずに打ち合わせをする時間
を設けるといった工夫をしている。（中小企業・情報通信業）

疲れが溜まってくる時間帯（夕方）に運動や
打ち合わせの機会を設定

一次 セルフケア

Ｂ　職場以外の要因に対する取組（例）
⑦家庭・家族の理解・協力の呼びかけ

特に自宅でテレワークを実施する場合、家庭での理解・協力も重要となります。

Ｃ　個人的な要因に対する取組（例）
⑨生活リズムや運動・食事等の生活習慣に関する情報発信・研修

自宅等でのテレワークにより働き方が変わることで、運動不足等により生活習慣が乱れる場合が
あります。こうした問題に対して、各種情報発信や研修を通じて、セルフケアが適切に行われるよ
う啓発している事例があります。また、特定の時間に労働者参加型で運動を行う時間を設ける等
の取組を行っている事例もあります。

⑧ワーク・ライフ・バランスの確保

テレワークでは仕事やプライベートの区別がつきづらいといった声が聞かれます。こうした問題
について、上記③の取組のほか、定時にチームによるオンライン会議を設けるなどして、仕事の
区切りをつけやすくする等の工夫をしている事例があります。

テレワークの実施に際して、労働者を対象として研修を実施した。セルフケアに関しては、オンオフ
の切り替え方法として「いつもと同じ時間に起床・就寝する」「出社時と同じように着替える」「終業後
はパソコンを片づける」といった取組を紹介した。（中小企業・製造業）

セルフケアに関する研修
一次 セルフケア

一次 ラインケア

二次
事業場内

専門職ケア
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業の中には、テレワークにおける働き方の特徴やҙを労働者本人だけでなく家族にも伝ا
え、理解・協力をݺͼ掛けている事ྫがあります。

事のਐや業務ྔが把握しづらいたΊ、ධՁ੍を改ఆし、,1Iをしͬかりとઃఆし、アトϓット
でධՁ͢るととに、্ ෦Լの��PO��を活用͢るなͲ、タイϜリーにフΟーυόック͢る͜ととしたɻ、࢘
また、業務の߹্テレワークができない࿑働ऀに対しͯは、よりշదな職場となるよ͏環境をඋ

したɻ

ධՁ੍のݟし・प

࿑働ऀのෆௐのૣݟൃظができるよ͏、またテレワークで働きや͢いよ͏、会社から࿑働ऀの͝
家族にखࢴをૹし、テレワークで働͘͜との特徴やリスク、題やҟมがあͬた場߹は会社に૬ஊ
しͯ΄しい͜となͲをえͯいるɻʢதখا業・ใ௨৴業ʣ

テレワークで働͘͜とにؔ͢る家族への理解・協力
のݺͼかけʢܝ࠶ʣ

ᶈॲ۰やධՁにରするෆެฏײへのରԠ

テレワークを実施できる労働者とそうでない労働者のॲ۰やධՁについて、不ެฏ感がੜじな
いよう、༧め、্ தにはͦのୡ成ؒظΊる༰やਫ४を۩ମతにࣔ͢、ධՁ対ٻが෦Լに࢘
状況にͭいͯڞ௨のೝࣝをͭ࣋たΊのػ会をॊೈにઃけるの取組が望まれます。

事のメリϋリをͭけるたΊ、ि ̑、フルリϞートでテレワークを行͏ؒظத、࢝業࣌にͦのॏ
తに取り組Ή͜とを֬ೝし、ऴ業࣌に�のৼりฦりを行͏オンライン会ٞをຖ実施したɻʢதখ
業・ใ௨৴業ʣا

にオンラインで会ٞを実施࣌業・ऴ業࢝
一次

セルフケア
ラインケア

Ӵੜҕһ会においͯ、テレワークԼでのӡಈෆの題がࢦఠ͞Εたɻͦ ͜で、ຖ࣌��にスト
レッチができるʮェルネスタイϜʯとݺΕるಈը৴を行͏͜ととしたɻʢେا業・ใ௨৴業ʣ

テレワークԼでのӡಈෆ対策としͯ、
ӡಈにؔ͢るಈըをఆظに৴

一次 セルフケア

テレワークがؒ࣌ଓ͘と、ӡಈෆや͜ݞり・ࠊ௧なͲによりർΕがཷまる場߹があるɻͦ ͜で、
ർΕがཷまͬͯきや͢い༦ํのؒ࣌ଳにମをಈかしたり、صにかΘͣにଧͪ߹Θͤを͢るؒ࣌
をઃけるといͬたをしͯいるɻʢதখا業・ใ௨৴業ʣ

ർΕがཷまͬͯ͘るؒ࣌ଳʢ༦ํʣにӡಈや
ଧͪ߹Θͤのػ会をઃఆ

一次 セルフケア

̗ɹ職場Ҏ֎の要Ҽに対͢る取組ʢྫʣ
ᶉ家庭・家族の理解・協力の呼びかけ

特に自宅でテレワークを実施する場合、家庭での理解・協力も重要となります。

̘ɹݸ人తな要Ҽに対͢る取組ʢྫʣ
ᶋੜ活リζϜやӡಈ・৯事のੜ活श׳にؔする情報発信・ݚम

自宅等でのテレワークにより働き方がมわることで、ӡ動不足等によりੜ活श׳がཚれる場合が
あります。こうしたに対して、各छ情報発信やݚमを通じて、セルフケアがదに行ΘΕるよ
をઃけるؒ࣌でӡಈを行͏ܕՃࢀに࿑働ऀؒ࣌している事ྫがあります。また、特ఆのൃܒ͏
の取組を行っている事ྫもあります。

ᶊワーク・ϥΠフ・όϥンスの֬保

テレワークでは仕事やϓライϕートの۠別がつきづらいといった声がฉかれます。こうした
について、上هᶅの取組の΄か、定時にチーϜによるオンライン会ٞを設けるなどして、事の
۠りをͭけや͘͢͢るのをしている事ྫがあります。

テレワークの実施にࡍしͯ、࿑働ऀを対としͯݚमを実施したɻセルフケアにؔしͯは、オンオフ
のりସえํ๏とし ʮͯいͭとಉؒ࣌͡にىচ・ब৸͢るʯʮग़社࣌とಉ͡よ͏にணସえるʯʮऴ業ޙ
はύιコンをยづけるʯといͬた取組をհしたɻʢதখا業・業ʣ

セルフケアにؔ͢るݚम
一次 セルフケア

一次 ラインケア

ೋ次
事業場
ઐ職ケア



ʻຌྫʼ˞各用ޠの解説はQ�̒（ຢは労働者の心の健߁の保૿࣋進のためのࢦ）ࢀর

େا業：従業һ数300人以上、中খا業：300人ະຬ

一࣍
༧Ұ࣍ ೋ࣍

༧ೋ࣍ ࣍ࡾ
༧࣍ࡾ セルフケア セルフ

ケア ϥΠンケア ラインに
よるケア

事業場内
ઐ門職ケア

事業場内産業保健
スタッフによるケア 事業場֎ݯࢿ 事業場外ݯࢿ

によるケア

19 �0

෦Լの��PO��の໘ஊやI$Tπールを活用しͯテレワークԼにおける・্࢘
コミュニケーションの活性化に取り組Μͩ事ྫ
�コミュニケーション活性化、�ධՁのઆ໌、�会ٞઃఆのルール化

メンタルヘルスෆௐの༧をॏࢹした取組ʢ一次༧ʣにより、テレワーク
Ҡ行ޙ働きや͢い職場をඋしͯいる事ྫ
ଵ管理アϓリの活用、�オンラインを用いͯேྱۈ�

ୈ̎ ষɹ事例ฤ

ຊखҾきでհする事例のҰཡ

͜͜で取り্げͯいる事ྫにڞ௨͢るϙイントとしͯ、次のよ͏なのがڍげらΕま͢ɻ
テレワークԼにおいてメンタルヘルス不調のリスクや、メンタルヘルス対ࡦを実施する上での՝に
早期に気付くようにすること。
メンタルヘルス不調者が出る前に、コミュニケーションのڧ化やセルフケアの推進など、༧的な取組を実施する
こと。
ストレスチェックのूஂੳの݁Ռや、独自のアンケート・ώアリング調ࠪ݁Ռ、Ӵੜҕһ会でのࢦఠ等、༷ ʑな情
報を活用して՝を把握し、改善に取り組Ήこと。

✓

✓

✓

事ྫにΈる取組ϙイント

/0 事例λΠトルʢ�取組のΩーワーŪƄʣ

�� 情報通信業 খ

�� Էച業 খ

産業医と࿈ܞしながら、テレワークಋೖにより特にストレスがかかͬͯい
るूஂを特ఆし、Ճのメンタルヘルス対策を実施した事ྫ
�࿑働࣌ ・ؒ࿑務管理のݟし、�コミュニケーション活性化、�産業医໘ஊの実施

ࠒからの産業อ݈スタッフと࿑働ऀとのإのݟえるؔを活かし、テレ
ワークにおいͯ૬ஊしや͢い環境をඋしͯいる事ྫ
�コミュニケーション活性化、�ラインによるケアのサϙート、�ઐ職による૬ஊ対Ԡ、�ラジオମૢ

�� サービス業 খ

�� 情報通信業 中

�� ۚ༥業 େ

Ӧトッϓによる強いリーμーシッϓのと、働きํ改ֵのਪਐによるテレܦ
ワークのಋೖとメンタルヘルス対策を実施した事ྫ
�コミュニケーション活性化、�࿑働ऀアンケートの実施、�働きํにؔ͢るҙىש

�� Էച業 中

テレワークのಋೖにい࿑働੍ؒ࣌のมߋや࿑務管理のޮ化、事務࡞業のޮ
化なͲをਐΊͭͭ、メンタルヘルスෆௐの༧・ૣ に取り組Μͩ事ྫݟൃظ
�コミュニケーション活性化、�࿑務管理の・ݟえる化、�πールの用ํ๏のルール化

ೖ社࣌からテレワークԼにおけるセルフケアにͭいͯ͢ൃܒるととに、家
族に理解・協力をݺͼֻけͯ、働きや͢い環境づ り͘に取り組Μでいる事ྫ
�家庭・家族への働きかけ、�管理職によるマネジメント強化、�コミュニケーション活性化、�職場環境改善チェックリストの࡞成

�� 情報通信業 খ

�� 情報通信業 中

テレワークに対ԠしたݚमϓϩάラϜを։ൃ͢るととに、݈ ؍Ӧのܦ߁
から、৺の྆໘から݈߁づ り͘に取り組Μでいる事ྫ
�F�MFBSOJOHݚमπールの։ൃ、�݈ܦ߁Ӧ、�リϞートϋラスメントݚम

�� 情報通信業 େ
テレワーク֦େޙ、࿑働ऀを対としたアンケートௐࠪを行い、職場環境
改善に取り組Μͩ事ྫ
�࿑働ऀアンケート、�コミュニケーション活性化、�ʑのコンσΟションサーϕイ、�XFC৴によるӡಈ

�� 業 େ
テレワークのಋೖにい、テレワークに対Ԡしたラインによるケアにؔ͢
るݚमを実施しͯいる事ྫ
�管理職へのใ提ڙ、�セルフケアݚम、�ストレッチやフΟットネスಈը৴

業छ 労働者数
規模˞

コミュニケーションػ会のݮগ
相談を๊えࠐΉ労働者の૿Ճ
テレワークԼでのධՁについて
Ή労働者の૿Ճ
オンライン会ٞの過ີ化

֤छ取組を行ͬͯいる事業場では、次のよ͏なޮ果・成果がΈらΕͯいま͢ɻ

テレワークを理༝とする長時間労働やメンタルヘルス不調者の૿Ճは認められなかった
働きやすい職場になることでߴ、 ストレス者がݮগした
職率がେ෯にԼした

✓
✓
✓

取り組Ή͜とによるޮ果・成果

職場のストレスཁҼ ਓతͳཁҼݸ

��

��

��

��

��

��

労務理がࠔ難になったり、労働
者の心身の状況が見えづらくなる
れڪ

労働時間理や労務理がࠔ難
労働者から孤独感や孤立感等の訴え
特定の部ॺの業務ෛՙの上ঢ

コミュニケーションの希ബ化
在宅勤務における՝がからない

��
お互いの状況が把握しづらい
会社の特徴を踏まえた職場環境改
善がඞ要

��
ମܥだったݚमϓϩグラϜがない、
テレワークではݚमがしづらい
コミュニケーションにΉ労働者
の૿Ճ

��
テレワークによる働き方や心身
のӨڹが不明
コミュニケーションがࠔ難
メンタルヘルス不調者の早期発見
がࠔ難

労働者から孤独感や孤立感の訴え
お互いの状況がかりづらい
自宅内をөしたくない等の不ຬ

ラインケアが実施しづらい
ී段とҟなる労働者からの相談の
૿Ճ

コミュニケーションやମૢを
行うػ会であるேྱの実施が
難ࠔ

ӡ動不足や৯事等に関する相
談૿Ճ

�� コミュニケーションࠔ難によるスト
レスを感じる労働者の૿Ճ

௧を訴える労働者のࠊ・こりݞ
૿Ճ

オン・オフの不明確͞によるർ
労感を訴える労働者の૿Ճ

い時間ଳに働く労働者の૿Ճ

テレワークにうӡ動不足の
ఠࢦ

在宅勤務のため家庭の理解・
協力がඞ要

健߁経Ӧの؍から心身の྆
面から取り組Ήඞ要性

職場Ҏ֎のཁҼ

事例ฤで͝հする取組͕ରԠ͠ている՝

˞労働者数نの定ٛɹখ：�0人ະຬ、中：�0人以上300人ະຬ、େ：300人以上
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େا業：従業һ数300人以上、中খا業：300人ະຬ

一࣍
༧Ұ࣍ ೋ࣍

༧ೋ࣍ ࣍ࡾ
༧࣍ࡾ セルフケア セルフ

ケア ϥΠンケア ラインに
よるケア

事業場内
ઐ門職ケア

事業場内産業保健
スタッフによるケア 事業場֎ݯࢿ 事業場外ݯࢿ

によるケア
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෦Լの��PO��の໘ஊやI$Tπールを活用しͯテレワークԼにおける・্࢘
コミュニケーションの活性化に取り組Μͩ事ྫ
�コミュニケーション活性化、�ධՁのઆ໌、�会ٞઃఆのルール化

メンタルヘルスෆௐの༧をॏࢹした取組ʢ一次༧ʣにより、テレワーク
Ҡ行ޙ働きや͢い職場をඋしͯいる事ྫ
ଵ管理アϓリの活用、�オンラインを用いͯேྱۈ�

ୈ̎ ষɹ事例ฤ

ຊखҾきでհする事例のҰཡ

͜͜で取り্げͯいる事ྫにڞ௨͢るϙイントとしͯ、次のよ͏なのがڍげらΕま͢ɻ
テレワークԼにおいてメンタルヘルス不調のリスクや、メンタルヘルス対ࡦを実施する上での՝に
早期に気付くようにすること。
メンタルヘルス不調者が出る前に、コミュニケーションのڧ化やセルフケアの推進など、༧的な取組を実施する
こと。
ストレスチェックのूஂੳの݁Ռや、独自のアンケート・ώアリング調ࠪ݁Ռ、Ӵੜҕһ会でのࢦఠ等、༷ ʑな情
報を活用して՝を把握し、改善に取り組Ήこと。

✓

✓

✓

事ྫにΈる取組ϙイント

/0 事例λΠトルʢ�取組のΩーワーŪƄʣ

�� 情報通信業 খ

�� Էച業 খ

産業医と࿈ܞしながら、テレワークಋೖにより特にストレスがかかͬͯい
るूஂを特ఆし、Ճのメンタルヘルス対策を実施した事ྫ
�࿑働࣌ ・ؒ࿑務管理のݟし、�コミュニケーション活性化、�産業医໘ஊの実施

ࠒからの産業อ݈スタッフと࿑働ऀとのإのݟえるؔを活かし、テレ
ワークにおいͯ૬ஊしや͢い環境をඋしͯいる事ྫ
�コミュニケーション活性化、�ラインによるケアのサϙート、�ઐ職による૬ஊ対Ԡ、�ラジオମૢ

�� サービス業 খ

�� 情報通信業 中

�� ۚ༥業 େ

Ӧトッϓによる強いリーμーシッϓのと、働きํ改ֵのਪਐによるテレܦ
ワークのಋೖとメンタルヘルス対策を実施した事ྫ
�コミュニケーション活性化、�࿑働ऀアンケートの実施、�働きํにؔ͢るҙىש

�� Էച業 中

テレワークのಋೖにい࿑働੍ؒ࣌のมߋや࿑務管理のޮ化、事務࡞業のޮ
化なͲをਐΊͭͭ、メンタルヘルスෆௐの༧・ૣ に取り組Μͩ事ྫݟൃظ
�コミュニケーション活性化、�࿑務管理の・ݟえる化、�πールの用ํ๏のルール化

ೖ社࣌からテレワークԼにおけるセルフケアにͭいͯ͢ൃܒるととに、家
族に理解・協力をݺͼֻけͯ、働きや͢い環境づ り͘に取り組Μでいる事ྫ
�家庭・家族への働きかけ、�管理職によるマネジメント強化、�コミュニケーション活性化、�職場環境改善チェックリストの࡞成

�� 情報通信業 খ

�� 情報通信業 中

テレワークに対ԠしたݚमϓϩάラϜを։ൃ͢るととに、݈ ؍Ӧのܦ߁
から、৺の྆໘から݈߁づ り͘に取り組Μでいる事ྫ
�F�MFBSOJOHݚमπールの։ൃ、�݈ܦ߁Ӧ、�リϞートϋラスメントݚम

�� 情報通信業 େ
テレワーク֦େޙ、࿑働ऀを対としたアンケートௐࠪを行い、職場環境
改善に取り組Μͩ事ྫ
�࿑働ऀアンケート、�コミュニケーション活性化、�ʑのコンσΟションサーϕイ、�XFC৴によるӡಈ

�� 業 େ
テレワークのಋೖにい、テレワークに対Ԡしたラインによるケアにؔ͢
るݚमを実施しͯいる事ྫ
�管理職へのใ提ڙ、�セルフケアݚम、�ストレッチやフΟットネスಈը৴

業छ 労働者数
規模˞

コミュニケーションػ会のݮগ
相談を๊えࠐΉ労働者の૿Ճ
テレワークԼでのධՁについて
Ή労働者の૿Ճ
オンライン会ٞの過ີ化

֤छ取組を行ͬͯいる事業場では、次のよ͏なޮ果・成果がΈらΕͯいま͢ɻ

テレワークを理༝とする長時間労働やメンタルヘルス不調者の૿Ճは認められなかった
働きやすい職場になることでߴ、 ストレス者がݮগした
職率がେ෯にԼした

✓
✓
✓

取り組Ή͜とによるޮ果・成果

職場のストレスཁҼ ਓతͳཁҼݸ

��

��

��

��

��

��

労務理がࠔ難になったり、労働
者の心身の状況が見えづらくなる
れڪ

労働時間理や労務理がࠔ難
労働者から孤独感や孤立感等の訴え
特定の部ॺの業務ෛՙの上ঢ

コミュニケーションの希ബ化
在宅勤務における՝がからない

��
お互いの状況が把握しづらい
会社の特徴を踏まえた職場環境改
善がඞ要

��
ମܥだったݚमϓϩグラϜがない、
テレワークではݚमがしづらい
コミュニケーションにΉ労働者
の૿Ճ

��
テレワークによる働き方や心身
のӨڹが不明
コミュニケーションがࠔ難
メンタルヘルス不調者の早期発見
がࠔ難

労働者から孤独感や孤立感の訴え
お互いの状況がかりづらい
自宅内をөしたくない等の不ຬ

ラインケアが実施しづらい
ී段とҟなる労働者からの相談の
૿Ճ

コミュニケーションやମૢを
行うػ会であるேྱの実施が
難ࠔ

ӡ動不足や৯事等に関する相
談૿Ճ

�� コミュニケーションࠔ難によるスト
レスを感じる労働者の૿Ճ

௧を訴える労働者のࠊ・こりݞ
૿Ճ

オン・オフの不明確͞によるർ
労感を訴える労働者の૿Ճ

い時間ଳに働く労働者の૿Ճ

テレワークにうӡ動不足の
ఠࢦ

在宅勤務のため家庭の理解・
協力がඞ要

健߁経Ӧの؍から心身の྆
面から取り組Ήඞ要性

職場Ҏ֎のཁҼ

事例ฤで͝հする取組͕ରԠ͠ている՝

˞労働者数نの定ٛɹখ：�0人ະຬ、中：�0人以上300人ະຬ、େ：300人以上
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部下の��PO��の໘ஊや*$5πールを活༻͠て・্࢘
テレワーク下におけるコミュニケーションの活性化
に取り組んͩ事例

事例
0�

テレワークの実施状況
通勤に時間を要する一部の労働者を対に�01�年より在宅勤務を։࢝した。৽
。に、対を全労働者に֦େしたػܖコϩφイルス感છの֦େをܕ
όックオフィス等、従来は出社がඞ要な労働者でもテレワークができるよう、業務
の見しを行い、一時、テレワーク実施率は100%であった。
事業場は本社の΄か、ԕִにサテライトオフィスが２かॴあり、現採用した労
働者がඞ要に応じて利用している。

情報通信業・খ規模

テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
産業医をはじめとする産業保健スタッフはいないため、૯務部にて定期健߁அの理等を行っている。
খن事業場であり、かつ以前は出社して働く労働者がଟかったため、日頃からコミュニケーションが取りやす
く、労働者同士で相談がしやすい、心身の不調に気づきやすいといったڧみがあった。テレワークの導入ޙ、コ
ミュニケーションに関する等が見られたため、࣍のような取組を࢝めた。

労働者数

約�0人

事業内容

システϜ։ൃ

事業場内産業保健担当部門

૯務෦

サマリ

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務・サテライトオフィス勤務（実施率：約90%）

主な取組の概要
課 題 対 策

࿑働ऀಉ࢜のコミュニケーションのػ会がͬݮた

オンライン্ではお互いの༷ࢠがݟえないた
Ίがかけづら͘、૬ஊがあ๊ͬͯえࠐΜ
でしま͏࿑働ऀがग़ͯきた

テレワークによりʮ成果をग़͞なけΕධՁ
͞Εないʯとաにϓレッシϟーを͡ײる࿑働
ऀが૿えた

【コミュニケーション活性化】
●取కと労働者との1on1の面談を実施
●チャットでのコミュニケーションは社内でެ։
●όーチャルオフィスを用いてお互いの༷ࢠを
見える化

●テレワークで働く場合であっても週２回程度
の出社をݺͼ掛け

●チーϜをえたコミュニケーションの推奨

【労管理やコミュニケーションの強化】
●日報や週報を作成し、業務内༰や進状況を
把握

●チーϜごとの定ྫの会ٞや上࢘と部Լの
1on1の面談を実施

【ձٞઃఆのルールを作成】
●ʮオンライン会ٞの間は࠷30あけるʯ
ʮ社外の顧客とのଧͪ合わͤは１݅２時間・１
日２݅ までʯをルール化

【ධՁのࢹをஸೡにઆ໌】
●会社としてどのようなをධՁするか、改め
て説明

テレワークで働くようになったことで、労働者とのコミュニケーション
のػ会がݮったと感じた事業者の発Ҋにより、事業者や取కと労働
者との1on1の面談（月１回）を։࢝した。
テレワークでは*$5を活用していつでも࿈བྷが取れるものの、お互い
のし͞等の༷ࢠが見えづらい。相談があってもԕྀして๊えࠐんで
しまい、業務がったりストレスを感じる労働者が૿えたため、チャット
でのコミュニケーションは社内で୭もが見られる状態にするとともに
όーチャルオフィスを導入し、お互いの༷ࢠが把握できるようにした。
一方で、*$5の活用のみでは円滑なコミュニケーションに限քを感じ
たため、テレワークで働く場合であっても週２回程度の出社をݺͼ掛
けるようにした。また、気సやࡶ談のために出社したいと労働者が
。く確保したえるよう、オフィスのҠసにい共有スϖースをࢥ
チーϜをえた人間関係づくりやコミュニケーションを活性化ͤ͞る
ため、チーϜとは関係のないグルーϓでのワーケーションをྭ行した。

【コミュニケーションの活性化】

テレワークにより働きͿりが見えづらくなることで、ʮ成Ռを出͞なけれධՁ͞れないʯと過度にϓレッ
シャーを感じる労働者が૿えたことから、日報や週報を作成したり、チーϜごとの定ྫの会ٞや上࢘と部Լ
の1on1の面談を実施し、上࢘が業務内༰や進状況を把握しやすくするようにした。

【࿑務管理やコミュニケーションの活性化】

ʮ成Ռを出͞なけれධՁ͞れないʯと過度にϓレッシャーを感じることがないよう、会社としてどのような
をධՁするか、取కと労働者との1on1の面談のࡍに改めて説明するようにした。

【ධՁのࢹをஸೡにઆ໌】

オンライン会ٞではスケジュールが過ີになるڪれがあったため、ʮオンライン会ٞの間は࠷30あけ
るʯʮ社外の顧客とのଧͪ合わͤは１݅ ２時間・１日２݅ までʯというルールを設定した。

【会ٞઃఆのルールを࡞成】

一次

オンライン会ٞではスケジュールがաີにな
るڪΕがある

順調です。

了解しました。

ラインケア

ラインケア

ラインケア

ラインケア

一次

一次

一次
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部下の��PO��の໘ஊや*$5πールを活༻͠て・্࢘
テレワーク下におけるコミュニケーションの活性化
に取り組んͩ事例

事例
0�

テレワークの実施状況
通勤に時間を要する一部の労働者を対に�01�年より在宅勤務を։࢝した。৽
。に、対を全労働者に֦େしたػܖコϩφイルス感છの֦େをܕ
όックオフィス等、従来は出社がඞ要な労働者でもテレワークができるよう、業務
の見しを行い、一時、テレワーク実施率は100%であった。
事業場は本社の΄か、ԕִにサテライトオフィスが２かॴあり、現採用した労
働者がඞ要に応じて利用している。

情報通信業・খ規模

テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
産業医をはじめとする産業保健スタッフはいないため、૯務部にて定期健߁அの理等を行っている。
খن事業場であり、かつ以前は出社して働く労働者がଟかったため、日頃からコミュニケーションが取りやす
く、労働者同士で相談がしやすい、心身の不調に気づきやすいといったڧみがあった。テレワークの導入ޙ、コ
ミュニケーションに関する等が見られたため、࣍のような取組を࢝めた。

労働者数

約�0人

事業内容

システϜ։ൃ

事業場内産業保健担当部門

૯務෦

サマリ

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務・サテライトオフィス勤務（実施率：約90%）

主な取組の概要
課 題 対 策

࿑働ऀಉ࢜のコミュニケーションのػ会がͬݮた

オンライン্ではお互いの༷ࢠがݟえないた
Ίがかけづら͘、૬ஊがあ๊ͬͯえࠐΜ
でしま͏࿑働ऀがग़ͯきた

テレワークによりʮ成果をग़͞なけΕධՁ
͞Εないʯとաにϓレッシϟーを͡ײる࿑働
ऀが૿えた

【コミュニケーション活性化】
●取కと労働者との1on1の面談を実施
●チャットでのコミュニケーションは社内でެ։
●όーチャルオフィスを用いてお互いの༷ࢠを
見える化

●テレワークで働く場合であっても週２回程度
の出社をݺͼ掛け

●チーϜをえたコミュニケーションの推奨

【労管理やコミュニケーションの強化】
●日報や週報を作成し、業務内༰や進状況を
把握

●チーϜごとの定ྫの会ٞや上࢘と部Լの
1on1の面談を実施

【ձٞઃఆのルールを作成】
●ʮオンライン会ٞの間は࠷30あけるʯ
ʮ社外の顧客とのଧͪ合わͤは１݅２時間・１
日２݅ までʯをルール化

【ධՁのࢹをஸೡにઆ໌】
●会社としてどのようなをධՁするか、改め
て説明

テレワークで働くようになったことで、労働者とのコミュニケーション
のػ会がݮったと感じた事業者の発Ҋにより、事業者や取కと労働
者との1on1の面談（月１回）を։࢝した。
テレワークでは*$5を活用していつでも࿈བྷが取れるものの、お互い
のし͞等の༷ࢠが見えづらい。相談があってもԕྀして๊えࠐんで
しまい、業務がったりストレスを感じる労働者が૿えたため、チャット
でのコミュニケーションは社内で୭もが見られる状態にするとともに
όーチャルオフィスを導入し、お互いの༷ࢠが把握できるようにした。
一方で、*$5の活用のみでは円滑なコミュニケーションに限քを感じ
たため、テレワークで働く場合であっても週２回程度の出社をݺͼ掛
けるようにした。また、気సやࡶ談のために出社したいと労働者が
。く確保したえるよう、オフィスのҠసにい共有スϖースをࢥ
チーϜをえた人間関係づくりやコミュニケーションを活性化ͤ͞る
ため、チーϜとは関係のないグルーϓでのワーケーションをྭ行した。

【コミュニケーションの活性化】

テレワークにより働きͿりが見えづらくなることで、ʮ成Ռを出͞なけれධՁ͞れないʯと過度にϓレッ
シャーを感じる労働者が૿えたことから、日報や週報を作成したり、チーϜごとの定ྫの会ٞや上࢘と部Լ
の1on1の面談を実施し、上࢘が業務内༰や進状況を把握しやすくするようにした。

【࿑務管理やコミュニケーションの活性化】

ʮ成Ռを出͞なけれධՁ͞れないʯと過度にϓレッシャーを感じることがないよう、会社としてどのような
をධՁするか、取కと労働者との1on1の面談のࡍに改めて説明するようにした。

【ධՁのࢹをஸೡにઆ໌】

オンライン会ٞではスケジュールが過ີになるڪれがあったため、ʮオンライン会ٞの間は࠷30あけ
るʯʮ社外の顧客とのଧͪ合わͤは１݅ ２時間・１日２݅ までʯというルールを設定した。

【会ٞઃఆのルールを࡞成】

一次

オンライン会ٞではスケジュールがաີにな
るڪΕがある

順調です。

了解しました。

ラインケア

ラインケア

ラインケア

ラインケア

一次

一次

一次
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メンλルϔルスෆௐの༧をॏ͠ࢹた取組ʢҰ࣍༧
ʣにより、テレワークҠޙߦも働きやすい職場を
උ͠ている事例

事例
0�

Էച業・খ規模

テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
産業医をはじめとする産業保健スタッフはいないため、૯務部にて定期健߁அの理や健߁経Ӧに係る取
組等を行っている。
健߁経Ӧの一環で心の健߁づくり計ըをࡦ定している他、相談૭ޱの整උやストレスチェックの実施（ड検率
100%）にも取り組んでいる。
相談૭ޱ（Ҭ産業保健センター等）はब業ن程についてかりやすくまとめたϋンυブックにࡌهしているが、労働
者にとって一൪身ۙな相談先は事業者である。事業者は୭もが҆心して相談できるよう、कൿٛ務をపఈしている。
これらの取組を基本としながら、テレワークの導入にい࣍のような取組も行った。

労働者数

約�0人

事業内容

業務用ϓリンターのൢച

事業場内産業保健担当部門

૯務෦

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務（実施率：約40%）

主な取組の概要

課 題 対 策

【༺ଵ管理アϓリの活ۈ】
●勤ଵ理アϓリを活用し、出社時と同༷の労
務理を実施

●出ୀ勤時にその時の気を把握する؆୯な
アンケートを実施することで不調者を早期発
見

【ΦンϥΠンを༻いてશ労働者͕ேྱにࢀՃ】
●オンライン会ٞシステϜを用いてԕִのڌ
の労働者もަえてேྱを実施

テレワーク導入以前は、労働者の労働時間は勤ଵ理システϜを用いて客؍的に把握・理するととも
に、労働者に対して出ୀ勤時にその時のコンσィションをਘͶる؆୯なアンケートを実施していた。これ
は、コンσィションがѱい状態が続くと、事業者にアラートが通知͞れる仕組みである。
テレワークԼにおいても、労務理をదに行うとともにメンタルヘルス不調の早期発見につなげるた
め、同システϜの勤ଵ理アϓリを活用し、自宅からスϚートフΥンを用いた勤ଵ理とアンケートの実施
をܧ続している。

【ଵ管理アϓリの活用ۈ】

本社の事業場ではຖே労働者がूまりேྱを行っており、ேྱはコミュニケーションやମૢを行うو重な
。会となっていたػ
テレワークの導入にい、労働者がूまってேྱを行うことがࠔ難となったため、オンライン会ٞシステϜ
を活用しேྱを行うようにした。これにより、ྲྀセンターで働くԕ方の労働者もேྱにࢀՃできるように
なり、職場の一ମ感が૿した。

【オンラインを用いͯશ࿑働ऀがேྱにࢀՃ】

テレワークでは࿑務管理がࠔになͬたり、
࿑働ऀの৺の状況がݟえづら͘なるڪΕが
ある

コミュニケーションやମૢを行͏وॏなػ会
であるேྱが実施できない

テレワークの実施状況
以前はテレワークを実施していなかったが、�0�0年4月のٸۓ事態制限をػに、全労働者を対としてテレワー
クを導入した。
テレワークの導入に当たっては、౦ژ産業労働ہが実施するʮワークスタイルมֵコンサルティングʯのコンサ
ルタントの支援をडけてब業نଇの改定や各छن程の整උを行うとともに、同コンサルタントによるテレワーク
に関するษڧ会を։࠵した。
事業場は本社の΄かԕִにྲྀセンターがあり、ྲྀセンターで出ՙ作業を୲当する労働者はテレワークを
利用できないが、その他の事務職やӦ業職はテレワークを利用している。
テレワークは週̐ 日を上限としているが、実ࡍは週２～３日の利用がଟく、実施率は40ˋ程度である。

一次 ラインケア

一次 ラインケア

サマリ
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メンλルϔルスෆௐの༧をॏ͠ࢹた取組ʢҰ࣍༧
ʣにより、テレワークҠޙߦも働きやすい職場を
උ͠ている事例

事例
0�

Էച業・খ規模

テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
産業医をはじめとする産業保健スタッフはいないため、૯務部にて定期健߁அの理や健߁経Ӧに係る取
組等を行っている。
健߁経Ӧの一環で心の健߁づくり計ըをࡦ定している他、相談૭ޱの整උやストレスチェックの実施（ड検率
100%）にも取り組んでいる。
相談૭ޱ（Ҭ産業保健センター等）はब業ن程についてかりやすくまとめたϋンυブックにࡌهしているが、労働
者にとって一൪身ۙな相談先は事業者である。事業者は୭もが҆心して相談できるよう、कൿٛ務をపఈしている。
これらの取組を基本としながら、テレワークの導入にい࣍のような取組も行った。

労働者数

約�0人

事業内容

業務用ϓリンターのൢച

事業場内産業保健担当部門

૯務෦

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務（実施率：約40%）

主な取組の概要

課 題 対 策

【༺ଵ管理アϓリの活ۈ】
●勤ଵ理アϓリを活用し、出社時と同༷の労
務理を実施

●出ୀ勤時にその時の気を把握する؆୯な
アンケートを実施することで不調者を早期発
見

【ΦンϥΠンを༻いてશ労働者͕ேྱにࢀՃ】
●オンライン会ٞシステϜを用いてԕִのڌ
の労働者もަえてேྱを実施

テレワーク導入以前は、労働者の労働時間は勤ଵ理システϜを用いて客؍的に把握・理するととも
に、労働者に対して出ୀ勤時にその時のコンσィションをਘͶる؆୯なアンケートを実施していた。これ
は、コンσィションがѱい状態が続くと、事業者にアラートが通知͞れる仕組みである。
テレワークԼにおいても、労務理をదに行うとともにメンタルヘルス不調の早期発見につなげるた
め、同システϜの勤ଵ理アϓリを活用し、自宅からスϚートフΥンを用いた勤ଵ理とアンケートの実施
をܧ続している。

【ଵ管理アϓリの活用ۈ】

本社の事業場ではຖே労働者がूまりேྱを行っており、ேྱはコミュニケーションやମૢを行うو重な
。会となっていたػ
テレワークの導入にい、労働者がूまってேྱを行うことがࠔ難となったため、オンライン会ٞシステϜ
を活用しேྱを行うようにした。これにより、ྲྀセンターで働くԕ方の労働者もேྱにࢀՃできるように
なり、職場の一ମ感が૿した。

【オンラインを用いͯશ࿑働ऀがேྱにࢀՃ】

テレワークでは࿑務管理がࠔになͬたり、
࿑働ऀの৺の状況がݟえづら͘なるڪΕが
ある

コミュニケーションやମૢを行͏وॏなػ会
であるேྱが実施できない

テレワークの実施状況
以前はテレワークを実施していなかったが、�0�0年4月のٸۓ事態制限をػに、全労働者を対としてテレワー
クを導入した。
テレワークの導入に当たっては、౦ژ産業労働ہが実施するʮワークスタイルมֵコンサルティングʯのコンサ
ルタントの支援をडけてब業نଇの改定や各छن程の整උを行うとともに、同コンサルタントによるテレワーク
に関するษڧ会を։࠵した。
事業場は本社の΄かԕִにྲྀセンターがあり、ྲྀセンターで出ՙ作業を୲当する労働者はテレワークを
利用できないが、その他の事務職やӦ業職はテレワークを利用している。
テレワークは週̐ 日を上限としているが、実ࡍは週２～３日の利用がଟく、実施率は40ˋ程度である。

一次 ラインケア

一次 ラインケア

サマリ



産業ҩとも࿈͠ܞͳ͕ら、テレワークಋ入によりಛに
ストレス͕かかͬているूஂをಛఆ͠、Ճのメンλ
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αーϏス業・খ規模

テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
テレワーク導入以前より、ストレスチェックや上࢘と部Լの1 on 1の面談（3か月に1回）、人事部と労働者の面
談（年に1回）等を通じて、メンタルヘルス不調者の早期発見等に取り組んでいたが、テレワークに対応して以
Լの取組も実施した。

労働者数

約�0人

事業内容

人ࡐݣ
స職ࢧԉ

のシェアリンάࡐ人ߴ

事業場内産業保健担当部門

産業医
Ӵੜ管理ऀ

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務・モόイルワーク（実施率：約90%）

主な取組の概要
課 題 対 策

【労働時 ・ؒ労管理のݟ͠】
●グルーϓェアで労働時間を可ࢹ化するとと
もに、上長・労働者間の日ʑの報ࠂ等により
労働者の状況を把握

【産業ҩ໘ஊの࣮ࢪ】
●Ӧ業職全һに対して産業医面談を実施

【コミュニケーションの活性化】
●8FC会ٞシステϜを活用して仕事と関係な
くࡶ談できる環境を提ڙ

●健߁経Ӧの一環でチーϜでࢀՃするイϕン
トを։࠵

●ྫྷたいҹを༩えないよう、オンライン上で
のコミュニケʕションについて理職同士で
相談・対応

事業場では、労働者が日ʑ、࢝業時間・ऴ業時間をグルーϓェアに入力することで、୭がいつ働いている
かを可ࢹ化している。Ճえて、業務։࢝前に上࢘にその日のスケジュールを報ࠂするとともに、業務ऴྃ時
にそのࢫの報ࠂを࿈བྷするルールを定めた。また、業務日ࢽも作成することとした。
労働者からは、こうした取組による業務内༰の可ࢹ化がޮ率的な働き方をߟえるきっかけになったとの声
がฉかれている。

【࿑働࣌ ・ؒ࿑務管理のݟし】

週３日以上テレワークを実施する労働者が૿えるにつれ、コミュニケーションが取れͣモϠモϠしている労
働者や、孤立感・孤独感を感じる労働者が૿Ճ向にあったため、業務以外のࡶ談ができるػ会を設ける
ために、ᶃ[ooNなどの8FC会ٞシステϜを続状態にして出社時と同じように労働者同士でいつでも
ͤる環境を1日１～�時間用ҙする、ᶄ部ॺ間のつながりが希ബ化したため、Υーキングキャンϖーン
として、チーϜ間でา数をڝうイϕントを実施する、といった取組を実施した。
チャット等ではॻき方１つでྫྷたいҹを༩えてしまうなど、コミュニケーションのすれҧいなどのが
ුきூりになってきたため、理職同士が部Լとのコミュニケーション上のҙをし合うといった取組も
行った。

【コミュニケーションの活性化】

ݣ事業のӦ業職は従来外勤する場合がଟかったが、৽ܕコϩφイルス感છの֦େのӨڹにより、出
社とテレワークのϋイブリッυでの対応がٻめられるとともに、ݣ労働者からの要望が૿えるなど、業務
ෛՙのߴまりがݒ೦͞れたため、産業医からの提Ҋもあって、ݣ事業部のӦ業職全һに対しオンライン
での産業医面談を実施した。

【産業医໘ஊの実施】 ೋ次

෦Լとの��PO��を実施しͯいたが、テレ・্࢘
ワークで働͘࿑働ऀの༷ࢠがݟえづら͘、࿑
働ؒ࣌管理や࿑務管理がࠔである

テレワークをि̏Ҏ্実施͢るよ͏になり、
る࿑働ऀや、ストレス͡ײをײཱݽやײಠݽ
をૌえる࿑働ऀが૿Ճした

ݣ事業෦のӦ業職の業務ෛՙが্ঢした 事業場
ઐ職ケア

テレワークの実施状況
�01�年から導入している。ݧࢼ的にগ人数から։࢝し、�017年から労働者全һを対とした。導入当初は、テレ
ワークだと労働者の働き方が見えなくなるのではないかと理職の間に不信感があった。そこで、理職から導
入し、理解をಘていった。
当初、テレワークの利用回数は週３回までとしていたが、利用率はߴくなく、利用したとしても週１回程度であっ
た。利用促進のため、�01�年にオフィスのنをॖখするとともに、フリーアυレスを導入したところ、利用率が
は週ޙݴ事態એٸۓ。まったߴ 日̑利用できるようにن程をมߋし、現在、テレワーク実施率は̕ 割ۙくになって
いる。
なお、テレワークの導入にい、よりॊೈに働くことができるよう、コアタイϜを設けないフレックスタイϜ勤務を
導入した。また、自宅での作業環境整උのため、テレワーク手当を月3000円支څしている。

一次 ラインケア

一次 ラインケア

サマリ
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αーϏス業・খ規模

テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
テレワーク導入以前より、ストレスチェックや上࢘と部Լの1 on 1の面談（3か月に1回）、人事部と労働者の面
談（年に1回）等を通じて、メンタルヘルス不調者の早期発見等に取り組んでいたが、テレワークに対応して以
Լの取組も実施した。

労働者数

約�0人

事業内容

人ࡐݣ
స職ࢧԉ

のシェアリンάࡐ人ߴ

事業場内産業保健担当部門

産業医
Ӵੜ管理ऀ

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務・モόイルワーク（実施率：約90%）

主な取組の概要
課 題 対 策

【労働時 ・ؒ労管理のݟ͠】
●グルーϓェアで労働時間を可ࢹ化するとと
もに、上長・労働者間の日ʑの報ࠂ等により
労働者の状況を把握

【産業ҩ໘ஊの࣮ࢪ】
●Ӧ業職全һに対して産業医面談を実施

【コミュニケーションの活性化】
●8FC会ٞシステϜを活用して仕事と関係な
くࡶ談できる環境を提ڙ

●健߁経Ӧの一環でチーϜでࢀՃするイϕン
トを։࠵

●ྫྷたいҹを༩えないよう、オンライン上で
のコミュニケʕションについて理職同士で
相談・対応

事業場では、労働者が日ʑ、࢝業時間・ऴ業時間をグルーϓェアに入力することで、୭がいつ働いている
かを可ࢹ化している。Ճえて、業務։࢝前に上࢘にその日のスケジュールを報ࠂするとともに、業務ऴྃ時
にそのࢫの報ࠂを࿈བྷするルールを定めた。また、業務日ࢽも作成することとした。
労働者からは、こうした取組による業務内༰の可ࢹ化がޮ率的な働き方をߟえるきっかけになったとの声
がฉかれている。

【࿑働࣌ ・ؒ࿑務管理のݟし】

週３日以上テレワークを実施する労働者が૿えるにつれ、コミュニケーションが取れͣモϠモϠしている労
働者や、孤立感・孤独感を感じる労働者が૿Ճ向にあったため、業務以外のࡶ談ができるػ会を設ける
ために、ᶃ[ooNなどの8FC会ٞシステϜを続状態にして出社時と同じように労働者同士でいつでも
ͤる環境を1日１～�時間用ҙする、ᶄ部ॺ間のつながりが希ബ化したため、Υーキングキャンϖーン
として、チーϜ間でา数をڝうイϕントを実施する、といった取組を実施した。
チャット等ではॻき方１つでྫྷたいҹを༩えてしまうなど、コミュニケーションのすれҧいなどのが
ුきூりになってきたため、理職同士が部Լとのコミュニケーション上のҙをし合うといった取組も
行った。

【コミュニケーションの活性化】

ݣ事業のӦ業職は従来外勤する場合がଟかったが、৽ܕコϩφイルス感છの֦େのӨڹにより、出
社とテレワークのϋイブリッυでの対応がٻめられるとともに、ݣ労働者からの要望が૿えるなど、業務
ෛՙのߴまりがݒ೦͞れたため、産業医からの提Ҋもあって、ݣ事業部のӦ業職全һに対しオンライン
での産業医面談を実施した。

【産業医໘ஊの実施】 ೋ次

෦Լとの��PO��を実施しͯいたが、テレ・্࢘
ワークで働͘࿑働ऀの༷ࢠがݟえづら͘、࿑
働ؒ࣌管理や࿑務管理がࠔである

テレワークをि̏Ҏ্実施͢るよ͏になり、
る࿑働ऀや、ストレス͡ײをײཱݽやײಠݽ
をૌえる࿑働ऀが૿Ճした

ݣ事業෦のӦ業職の業務ෛՙが্ঢした 事業場
ઐ職ケア

テレワークの実施状況
�01�年から導入している。ݧࢼ的にগ人数から։࢝し、�017年から労働者全һを対とした。導入当初は、テレ
ワークだと労働者の働き方が見えなくなるのではないかと理職の間に不信感があった。そこで、理職から導
入し、理解をಘていった。
当初、テレワークの利用回数は週３回までとしていたが、利用率はߴくなく、利用したとしても週１回程度であっ
た。利用促進のため、�01�年にオフィスのنをॖখするとともに、フリーアυレスを導入したところ、利用率が
は週ޙݴ事態એٸۓ。まったߴ 日̑利用できるようにن程をมߋし、現在、テレワーク実施率は̕ 割ۙくになって
いる。
なお、テレワークの導入にい、よりॊೈに働くことができるよう、コアタイϜを設けないフレックスタイϜ勤務を
導入した。また、自宅での作業環境整උのため、テレワーク手当を月3000円支څしている。

一次 ラインケア

一次 ラインケア

サマリ
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テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
従来からセルフケアとラインケアを中心とした取組を実施しており、気になることや相談があれ上長に相談す
ることとしている。また、対応が難しい場合は社長・上長とでし合って対応するようにしている。それらにՃえ、以
Լの取組を実施している。

社һ数

約�0人

事業内容

システϜ։ൃ
8&#サイトのコンサルテΟンά・੍ ஙߏ・࡞
クラυサービスಋೖ・ӡ用ࢧԉ

事業場内産業保健担当部門

૯務୲

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務・サテライトオフィス勤務（実施率：約90%）

主な取組の概要
課 題 対 策

【コミュニケーション活性化】
●勤務時間中は8FC会ٞシステϜにৗ時続
し、同じ職場で働いているような環境を確保

【πールの༻ํ๏をルール化】
●8FC会ٞシステϜのৗ時続はとりやめ、
場面に応じてチャットπールと8FC会ٞシス
テϜをॊೈに使いける

●8FC会ٞのࡍ、部Լだけإを出すといった
不ฏ等が起きないようにӡ用をルール化

【労管理の・͑ݟる化】
●スケジューラーをもとに日報作成を自動化
●日報の内༰は社һ同士にެ։
●ॴ感のॻきࠐみ等を通じてメンタルヘルス
不調の༧ஹを把握

テレワーク導入当初、社һから孤立感やૄ外感を訴える声が出てきたため、勤務時間中は8FC会ٞシス
テϜにৗ時続し、Χメラもつけるようにすることにより、同じ職場で働いているҙࣝを࣋てるような環境
を確保した。

【コミュニケーション活性化】

業務日報作成のޮ率化をਤるため、各社һのスケジューラーをもとに行っていた日報作成を自動化し
た。その݁Ռ、各社һの作業時間が月̔ 時間΄ど͞ݮれ、日ʑのॴ感のॻきࠐみが૿えた。
業務日報は社һ同士にެ։͞れるが、ॴ感のॻきࠐみが૿えたことで各社һの༷ࢠを把握しやすくなり、
社һのܰඍなメンタルヘルス不調の༧ஹに気付くことができるようになった。
また、テレワークではお互いの状況がかりづらいため、作業の進等の情報は周ғに伝えるよう、社һに
促している。

【࿑務管理の・ݟえる化】

テレワークがある程度定ணした頃、在宅勤務者において自宅をөしたくない等の声がฉかれるようになっ
たため、8FC会ٞシステϜのৗ時続はとりやめ、場面に応じてチャットπールと8FC会ٞシステϜをॊ
ೈに使いけるようにした。

【πールの用ํ๏をルール化】

テレワークಋೖॳ、社һからײཱݽやૄ֎
のૌえがग़ͯきたײ

ใをͭけͯいるが、お互いの࿑働状況が
かりづらかͬた
ใ࡞成にؒ࣌を要しͯいる

テレワークが一ఆఔఆணしたࡏ、ࠒۈ務
ऀにおいͯࣗをөした͘ないのෆຬがฉ
かΕるよ͏になͬた

情報通信業・খ規模

一次 ラインケア

テレワークの実施状況
テレワークは、社һのප気がきっかけで、在宅勤務ができるよう�00�年から導入している。そのޙ、出産や育児
でٳ業した社һが෮ޙؼに在宅テレワーク勤務をするようになり、�00�年から全社һを対に本֨的にテレ
ワークを։࢝した。�010年にはサテライトオフィスもݧࢼ的に導入し、現在4かॴにサテライトオフィスを࣋って
いる。ただし、৽ଔ採用した入社1年目の社һは週1回、サテライトオフィスに出勤してもらい対面でフΥϩーする
ようにしている。
ॊೈな働き方ができるよう、�01�年には全社һを対にフレックスタイϜ制度を導入し、現在はྔࡋ労働制度も
導入している。
事務ॲ理のアトιーシングやॻྨのిࢠ化を推進するなど、テレワークに対応したޮ率的な職場環境を整උした。
自宅での作業環境整උのため、在宅勤務手当を月1ສ円支څしている。

一次 ラインケア

一次 ラインケア

サマリ
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テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
従来からセルフケアとラインケアを中心とした取組を実施しており、気になることや相談があれ上長に相談す
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社һ数
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事業場内産業保健担当部門

૯務୲

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務・サテライトオフィス勤務（実施率：約90%）
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●8FC会ٞシステϜのৗ時続はとりやめ、
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テϜをॊೈに使いける

●8FC会ٞのࡍ、部Լだけإを出すといった
不ฏ等が起きないようにӡ用をルール化

【労管理の・͑ݟる化】
●スケジューラーをもとに日報作成を自動化
●日報の内༰は社һ同士にެ։
●ॴ感のॻきࠐみ等を通じてメンタルヘルス
不調の༧ஹを把握

テレワーク導入当初、社һから孤立感やૄ外感を訴える声が出てきたため、勤務時間中は8FC会ٞシス
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た。その݁Ռ、各社һの作業時間が月̔ 時間΄ど͞ݮれ、日ʑのॴ感のॻきࠐみが૿えた。
業務日報は社һ同士にެ։͞れるが、ॴ感のॻきࠐみが૿えたことで各社һの༷ࢠを把握しやすくなり、
社һのܰඍなメンタルヘルス不調の༧ஹに気付くことができるようになった。
また、テレワークではお互いの状況がかりづらいため、作業の進等の情報は周ғに伝えるよう、社һに
促している。

【࿑務管理の・ݟえる化】

テレワークがある程度定ணした頃、在宅勤務者において自宅をөしたくない等の声がฉかれるようになっ
たため、8FC会ٞシステϜのৗ時続はとりやめ、場面に応じてチャットπールと8FC会ٞシステϜをॊ
ೈに使いけるようにした。

【πールの用ํ๏をルール化】

テレワークಋೖॳ、社һからײཱݽやૄ֎
のૌえがग़ͯきたײ

ใをͭけͯいるが、お互いの࿑働状況が
かりづらかͬた
ใ࡞成にؒ࣌を要しͯいる

テレワークが一ఆఔఆணしたࡏ、ࠒۈ務
ऀにおいͯࣗをөした͘ないのෆຬがฉ
かΕるよ͏になͬた

情報通信業・খ規模

一次 ラインケア

テレワークの実施状況
テレワークは、社һのප気がきっかけで、在宅勤務ができるよう�00�年から導入している。そのޙ、出産や育児
でٳ業した社һが෮ޙؼに在宅テレワーク勤務をするようになり、�00�年から全社һを対に本֨的にテレ
ワークを։࢝した。�010年にはサテライトオフィスもݧࢼ的に導入し、現在4かॴにサテライトオフィスを࣋って
いる。ただし、৽ଔ採用した入社1年目の社һは週1回、サテライトオフィスに出勤してもらい対面でフΥϩーする
ようにしている。
ॊೈな働き方ができるよう、�01�年には全社һを対にフレックスタイϜ制度を導入し、現在はྔࡋ労働制度も
導入している。
事務ॲ理のアトιーシングやॻྨのిࢠ化を推進するなど、テレワークに対応したޮ率的な職場環境を整උした。
自宅での作業環境整උのため、在宅勤務手当を月1ສ円支څしている。

一次 ラインケア

一次 ラインケア

サマリ
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テレワークに対Ԡしたメンタルヘルス対策の取組
従来から、一࣍༧としてのストレスチェックの実施やコミュニケーションの活性化、ೋ࣍༧としての相談対応、
。のような取組も実施している࣍、支援等を推進している。テレワークԼではؼ༧としての職場෮࣍ࡾ
ワークサポートࣨとݺれる部ॺがあり、ਫ਼ਆ保健ࢱ士がஔ͞れている。当֘部ॺでは、労働者からの働き
方や心身の健߁に関する相談をडけ付けており、労働者が相談しやすいよう、人事・૯務部からり͞れて設
ஔ͞れている。また、身ۙな相談先として労働者に認ࣝしてもらえるよう、当֘部ॺのメンόーは、労働者と同じ
フϩアでब業するなどإの見える関係性を作っている。

テレワークの実施率がߴまるにつれ、コミュニケーションが取りづらいといった声がฉこえるようになった
ため、作業中は8FC会ٞシステϜをৗ時続していつでも労働者同士で会や相談ができるようにする
とともに、8FC会ٞのࡍは可な限りΧメラをつけるようにݺͼ掛けるなどの取組を行った。

【コミュニケーション活性化】

テレワークによりお互いの業務状況が見えづらくなった時期とൟ期が重なったことで心身の不調を訴え
る労働者が૿Ճしてきたため、在宅テレワーク勤務者についてはύιコンの起動・ऴྃ時ࠁやアϓリケー
ションの使用状況を可ࢹ化するシステϜを導入し、理職による労務理に立ててもらうようにした。

【πールを活用しラインケアをサϙート】

テレワークにい、ӡ動不足やࠊ௧、ମ重૿Ճ、৯事に関する相談
が૿えたため、在宅勤務の労働者が気ܰにҙにࢀՃできるよう、
னٳみの時間に8FC会ٞシステϜを使ったラジオମૢをاը・実
施した。

【オンラインでラジオମૢを実施】

テレワークのීٴにい、ワークサポートࣨにはී段相談に来ない労働者が相談に来るようになるなど、ス
トレスや相談の࣭がมわってきたと感じられたため、ワークサポートࣨのメンόーがテレワークで働く労働
者に対しオフィス勤務時よりස度を上げて心身の状態を確認するとともに、全日テレワーク勤務の労働者
については月1回のオンライン面談と週１回チャットでの状況確認を実施することでメンタルヘルス不調
者の早期発見・༧に取り組んだ。を把握した場合には、労働者の同ҙのもと、ඞ要に応じて上長や現
場と࿈ܞした対応を行っている。

【ઐ職によるオンラインでの૬ஊ対Ԡ】

ࠒからの産業保健スλッフと労働者とのإの͑ݟ
るؔを活か͠、テレワークにおいても૬ஊ͠やす
い環境をඋ͠ている事例

事例
0�

労働者数

約��0人

事業内容

システϜ։ൃ
ネットワークߏங・ӡ用

成࡞໊

事業場内産業保健担当部門

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務・サテライトオフィス勤務（実施率：約70%）

主な取組の概要
課 題 対 策

【コミュニケーション活性化】
●作業中は8FC会ٞシステϜをৗ時続
●8FC会ٞのࡍは可な限りΧメラをつける

【πールを活༻͠ϥΠンケアをαϙート】
●労働状況を見える化するπールを提ڙし、
理職によるラインケアをサポート

【ઐ門職によるΦンϥΠンでの૬ஊରԠ】
●テレワークで働く労働者に対し月1回チャット
で心身の状態を確認

●フルリモートの労働者は月1回のオンライン
面談と週１回チャットでの状況確認を実施

【ΦンϥΠンでϥジΦମૢを࣮ࢪ】
●おனٳみの時間に8FC会ٞシステϜを使っ
たラジオମૢを実施（労働者はҙでࢀՃ）

コミュニケーションが取りづら͘、ラインケア
が実施しづら͘なͬた

テレワークにい、ӡಈෆやࠊ௧、ମॏ૿
Ճ、৯事にؔ͢る૬ஊが૿えた

ීஈ૬ஊにདྷない࿑働ऀが૬ஊ૭ޱʢワーク
サϙートࣨʣにདྷるよ͏になͬた

情報通信業・中規模

産業医
Ӵੜ管理ऀ

ਫ਼ਆอ݈࢜ࢱ

ೋ次 ラインケア

ೋ次 事業場
ઐ職ケア

テレワークの実施状況
事業者（初社長）の、োを࣋つ方でもテレワーク等の環境を整උすれब業可であるという理೦のもと、
�014年から在宅勤務労働者の採用も࢝めていた。৽ܕコϩφイルス感છのӨڹもあり、テレワークの実施
率は70%以上に上ঢしている。
テレワークによる在宅勤務は全ての労働者が対であり、労働者の希望に応じて週１～̑ 日までબͿことが可
である。テレワークでの働き方が向いていない労働者もいるため、実施してみてがあれ実施日数をݮらす
など、ݸ別に調整している。

一次 ラインケア

一次 セルフケア

サマリ
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テレワークに対Ԡしたメンタルヘルス対策の取組
従来から、一࣍༧としてのストレスチェックの実施やコミュニケーションの活性化、ೋ࣍༧としての相談対応、
。のような取組も実施している࣍、支援等を推進している。テレワークԼではؼ༧としての職場෮࣍ࡾ
ワークサポートࣨとݺれる部ॺがあり、ਫ਼ਆ保健ࢱ士がஔ͞れている。当֘部ॺでは、労働者からの働き
方や心身の健߁に関する相談をडけ付けており、労働者が相談しやすいよう、人事・૯務部からり͞れて設
ஔ͞れている。また、身ۙな相談先として労働者に認ࣝしてもらえるよう、当֘部ॺのメンόーは、労働者と同じ
フϩアでब業するなどإの見える関係性を作っている。

テレワークの実施率がߴまるにつれ、コミュニケーションが取りづらいといった声がฉこえるようになった
ため、作業中は8FC会ٞシステϜをৗ時続していつでも労働者同士で会や相談ができるようにする
とともに、8FC会ٞのࡍは可な限りΧメラをつけるようにݺͼ掛けるなどの取組を行った。

【コミュニケーション活性化】

テレワークによりお互いの業務状況が見えづらくなった時期とൟ期が重なったことで心身の不調を訴え
る労働者が૿Ճしてきたため、在宅テレワーク勤務者についてはύιコンの起動・ऴྃ時ࠁやアϓリケー
ションの使用状況を可ࢹ化するシステϜを導入し、理職による労務理に立ててもらうようにした。

【πールを活用しラインケアをサϙート】

テレワークにい、ӡ動不足やࠊ௧、ମ重૿Ճ、৯事に関する相談
が૿えたため、在宅勤務の労働者が気ܰにҙにࢀՃできるよう、
னٳみの時間に8FC会ٞシステϜを使ったラジオମૢをاը・実
施した。

【オンラインでラジオମૢを実施】

テレワークのීٴにい、ワークサポートࣨにはී段相談に来ない労働者が相談に来るようになるなど、ス
トレスや相談の࣭がมわってきたと感じられたため、ワークサポートࣨのメンόーがテレワークで働く労働
者に対しオフィス勤務時よりස度を上げて心身の状態を確認するとともに、全日テレワーク勤務の労働者
については月1回のオンライン面談と週１回チャットでの状況確認を実施することでメンタルヘルス不調
者の早期発見・༧に取り組んだ。を把握した場合には、労働者の同ҙのもと、ඞ要に応じて上長や現
場と࿈ܞした対応を行っている。

【ઐ職によるオンラインでの૬ஊ対Ԡ】

ࠒからの産業保健スλッフと労働者とのإの͑ݟ
るؔを活か͠、テレワークにおいても૬ஊ͠やす
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システϜ։ൃ
ネットワークߏங・ӡ用

成࡞໊

事業場内産業保健担当部門

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務・サテライトオフィス勤務（実施率：約70%）

主な取組の概要
課 題 対 策

【コミュニケーション活性化】
●作業中は8FC会ٞシステϜをৗ時続
●8FC会ٞのࡍは可な限りΧメラをつける

【πールを活༻͠ϥΠンケアをαϙート】
●労働状況を見える化するπールを提ڙし、
理職によるラインケアをサポート

【ઐ門職によるΦンϥΠンでの૬ஊରԠ】
●テレワークで働く労働者に対し月1回チャット
で心身の状態を確認

●フルリモートの労働者は月1回のオンライン
面談と週１回チャットでの状況確認を実施

【ΦンϥΠンでϥジΦମૢを࣮ࢪ】
●おனٳみの時間に8FC会ٞシステϜを使っ
たラジオମૢを実施（労働者はҙでࢀՃ）

コミュニケーションが取りづら͘、ラインケア
が実施しづら͘なͬた

テレワークにい、ӡಈෆやࠊ௧、ମॏ૿
Ճ、৯事にؔ͢る૬ஊが૿えた

ීஈ૬ஊにདྷない࿑働ऀが૬ஊ૭ޱʢワーク
サϙートࣨʣにདྷるよ͏になͬた

情報通信業・中規模

産業医
Ӵੜ管理ऀ

ਫ਼ਆอ݈࢜ࢱ

ೋ次 ラインケア

ೋ次 事業場
ઐ職ケア

テレワークの実施状況
事業者（初社長）の、োを࣋つ方でもテレワーク等の環境を整උすれब業可であるという理೦のもと、
�014年から在宅勤務労働者の採用も࢝めていた。৽ܕコϩφイルス感છのӨڹもあり、テレワークの実施
率は70%以上に上ঢしている。
テレワークによる在宅勤務は全ての労働者が対であり、労働者の希望に応じて週１～̑ 日までબͿことが可
である。テレワークでの働き方が向いていない労働者もいるため、実施してみてがあれ実施日数をݮらす
など、ݸ別に調整している。

一次 ラインケア

一次 セルフケア

サマリ
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テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
従来、ओなメンタルヘルス対ࡦとして、ᶃ一࣍༧としてのストレスチェックやセルフケア等に関する情報発信、
ᶄೋ࣍༧としての保健ࢣによる定期健߁அをػܖとした健߁相談の実施、ᶅݐ設ෛ現場では現場ごとに
アンケート調ࠪを行い職長会での職場環境改善等に取り組んできた。
特に、ストレスチェックにおいては、ʮྑいストレスʯとʮѱいストレスʯをࣝ別する、会社の産業医が構築した独自
の߲目・ੳ方๏を利活用しており、メンタルヘルス不調につながるʮѱいストレスʯの把握とケアにめている。

Ӧトッϓによる強いリーμーシッϓのもと、働きํܦ
改ֵのਪਐによるテレワークのಋ入とメンλルϔル
スରࡦを࣮͠ࢪた事例

事例
0�

労働者数

約�0人

事業内容

業ࡐࢿઃݐ
ઃෛ業ݐ

ઃൃੜडೖ業ݐ

事業場内産業保健担当部門

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務・モόイル勤務・サテライトオフィス勤務（実施率：約�0%）

主な取組の概要
課 題 対 策

【社内報発信によるコミュニケーション活性化】
●月�回、事業者のメッセージを含Ή社内報を
発信

【ࢪにؔする労働者アンケートの࣮ۈࡏ】
●在宅勤務で働いている労働者を対とした
アンケートを実施

●調ࠪ݁Ռをもとに職場環境改善を実施

【働きํにؔするҙىש】
●దਖ਼な働き方をݺͼ掛け

事業ऀと࿑働ऀとのコミュニケーションのر
ബ化がݒ೦͞Εた

ॊೈな働きํがՄになͬた͜とで、い࣌
ؒଳに働͘࿑働ऀग़ͯきͯおり、ଞ࿑働ऀ
の業を༠ൃ͢るڪΕがあͬた

務においͯ࿑働ऀがͲのよ͏な課題がۈࡏ
あるかからなかͬた

Էച業・中規模

産業医
อ݈ࢣ

Ӵੜਪਐऀ

労働者とのコミュニケーションがテレワークによってݮることをݒ೦した事業者が、月に�回程度、事業者
自身のϓライϕート等、労働者の心がΉような内༰を社内報で発信している。

【社ใൃ৴によるコミュニケーション活性化】

テレワークԼでの労働者の実態について知りたいという事業者のߟえから、労働者を対としたアンケー
ト調ࠪを実施し、ʮ家族がいる環境で仕事をするのがେมʯ、ʮޫඅ等のۚમ的なෛ୲が上がったʯ、ʮ"՝
では、自宅と現場のԟ෮だけで人とのコミュニケーションが不足しているʯ等の声をऩूした。
アンケート݁Ռを踏まえて、自宅での作業環境が整っていない労働者に対しては、サテライトオフィスの活
用を推奨している。

【務にؔ͢る࿑働ऀアンケートの実施ۈࡏ】

テレワークの導入にうスライυ勤務等の利用によりい時間に働きがͪな労働者がいることが、他の労
働者の長時間労働や業を༠発するڪれがあることを労働者にҙש起し、దਖ਼な働き方をݺͼ掛けて
いる。

【働きํにؔ͢るҙىש】

テレワークの実施状況
テレワークは経Ӧ理部のみ会社がӡӦするサテライトオフィスでの勤務が可であった。�0�0年のٸۓ事
態એݴの発ྩをػに、全労働者が週�日テレワークମ制となったが、ٸۓ事態એݴ解আޙは週3回程度の実施に
མͪついている。
テレワークの導入に関しては、৽ܕコϩφイルス感છの֦େ前から働き方改 （ֵ社内改 ・ֵ෩改ֵ等）の一
環でϖーύーレス化やͪ࣋ӡͼࣜ8i�fiの活用によるモόイルύιコンで場ॴのҠ動を前提とした事務活動の
推奨等を進めていたこともあり、スϜーζに実施できた。なお、テレワークの導入以前からスライυ勤務や時間୯
Ґでの有ٳڅՋ制度の導入等、ब業نଇの整උも進め、ॊೈな働き方も推進している。
なお、労働時間は勤ଵ理システϜにおいて自ݾਃࠂを行った上で上長のঝ認により把握・理しているが、ύι
コンでのϩグも取っているため、ূ として把握することが可である。

一次 ラインケア

一次 ラインケア

一次 ラインケア

サマリ
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テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
従来、ओなメンタルヘルス対ࡦとして、ᶃ一࣍༧としてのストレスチェックやセルフケア等に関する情報発信、
ᶄೋ࣍༧としての保健ࢣによる定期健߁அをػܖとした健߁相談の実施、ᶅݐ設ෛ現場では現場ごとに
アンケート調ࠪを行い職長会での職場環境改善等に取り組んできた。
特に、ストレスチェックにおいては、ʮྑいストレスʯとʮѱいストレスʯをࣝ別する、会社の産業医が構築した独自
の߲目・ੳ方๏を利活用しており、メンタルヘルス不調につながるʮѱいストレスʯの把握とケアにめている。

Ӧトッϓによる強いリーμーシッϓのもと、働きํܦ
改ֵのਪਐによるテレワークのಋ入とメンλルϔル
スରࡦを࣮͠ࢪた事例

事例
0�

労働者数

約�0人

事業内容

業ࡐࢿઃݐ
ઃෛ業ݐ

ઃൃੜडೖ業ݐ

事業場内産業保健担当部門

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務・モόイル勤務・サテライトオフィス勤務（実施率：約�0%）

主な取組の概要
課 題 対 策

【社内報発信によるコミュニケーション活性化】
●月�回、事業者のメッセージを含Ή社内報を
発信

【ࢪにؔする労働者アンケートの࣮ۈࡏ】
●在宅勤務で働いている労働者を対とした
アンケートを実施

●調ࠪ݁Ռをもとに職場環境改善を実施

【働きํにؔするҙىש】
●దਖ਼な働き方をݺͼ掛け

事業ऀと࿑働ऀとのコミュニケーションのر
ബ化がݒ೦͞Εた

ॊೈな働きํがՄになͬた͜とで、い࣌
ؒଳに働͘࿑働ऀग़ͯきͯおり、ଞ࿑働ऀ
の業を༠ൃ͢るڪΕがあͬた

務においͯ࿑働ऀがͲのよ͏な課題がۈࡏ
あるかからなかͬた

Էച業・中規模

産業医
อ݈ࢣ

Ӵੜਪਐऀ

労働者とのコミュニケーションがテレワークによってݮることをݒ೦した事業者が、月に�回程度、事業者
自身のϓライϕート等、労働者の心がΉような内༰を社内報で発信している。

【社ใൃ৴によるコミュニケーション活性化】

テレワークԼでの労働者の実態について知りたいという事業者のߟえから、労働者を対としたアンケー
ト調ࠪを実施し、ʮ家族がいる環境で仕事をするのがେมʯ、ʮޫඅ等のۚમ的なෛ୲が上がったʯ、ʮ"՝
では、自宅と現場のԟ෮だけで人とのコミュニケーションが不足しているʯ等の声をऩूした。
アンケート݁Ռを踏まえて、自宅での作業環境が整っていない労働者に対しては、サテライトオフィスの活
用を推奨している。

【務にؔ͢る࿑働ऀアンケートの実施ۈࡏ】

テレワークの導入にうスライυ勤務等の利用によりい時間に働きがͪな労働者がいることが、他の労
働者の長時間労働や業を༠発するڪれがあることを労働者にҙש起し、దਖ਼な働き方をݺͼ掛けて
いる。

【働きํにؔ͢るҙىש】

テレワークの実施状況
テレワークは経Ӧ理部のみ会社がӡӦするサテライトオフィスでの勤務が可であった。�0�0年のٸۓ事
態એݴの発ྩをػに、全労働者が週�日テレワークମ制となったが、ٸۓ事態એݴ解আޙは週3回程度の実施に
མͪついている。
テレワークの導入に関しては、৽ܕコϩφイルス感છの֦େ前から働き方改 （ֵ社内改 ・ֵ෩改ֵ等）の一
環でϖーύーレス化やͪ࣋ӡͼࣜ8i�fiの活用によるモόイルύιコンで場ॴのҠ動を前提とした事務活動の
推奨等を進めていたこともあり、スϜーζに実施できた。なお、テレワークの導入以前からスライυ勤務や時間୯
Ґでの有ٳڅՋ制度の導入等、ब業نଇの整උも進め、ॊೈな働き方も推進している。
なお、労働時間は勤ଵ理システϜにおいて自ݾਃࠂを行った上で上長のঝ認により把握・理しているが、ύι
コンでのϩグも取っているため、ূ として把握することが可である。

一次 ラインケア

一次 ラインケア

一次 ラインケア

サマリ
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テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
従来から、外部の産業保健支援サービスも利用しながら、ストレスチェックの実施や産業医面談等、基本的な取組
を実施している。

入社時からテレワーク下におけるセルフケアについ
て啓発するとともに、家族にも理解・協力を呼び掛け
て、働きやすい環境づくりに取り組んでいる事例

事例
07

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務・サテライトオフィス勤務（実施率：約90%）

主な取組の概要

取組の成果

課 題 対 策
【家庭・家族への働きかけ】

●入社時、ご家族宛にも手紙を送付し、テレワー
クの特徴や相談先を周知している

【管理職によるマネジメント強化】
●月１回、上長と１on１で面談を実施
●業務の状況を定期的にモニタリング

【コミュニケーション活性化】
●チャットを活用してオンライン上で部活動
●オンラインのランチ会を業務時間として計上

【職場環境改善に向けたチェックリスト作成】
●テレワーク中心の職場特有の職場環境改善
チェックリストを作成中

テレワークを前提とした職場であり、家庭の
理解・協力が必要である

会社の特徴を踏まえた職場環境改善が必要

テレワークではお互いの状況や業務の状況が
把握しづらい
ITリテラシーが低い人はSOSがあげづらい

情報通信業・中規模

在宅テレワークでは、自宅で仕事をすることについて家庭・家族の理解・協力が不可欠であり、心身の不調
について、労働者本人だけでは気づきづらい場合でも、家族が早期発見できることもある。そのため、入社
時には、家族宛にも手紙を送付し、テレワークでの働き方の特徴について長時間労働になりやすい等のリ
スクも含めて説明するとともに、労働者について気になることがあった場合の相談先を周知している。
同じ情報は労働者本人にも伝えており、入社前からセルフケアの重要性を啓発している。

【家庭・家族への働きかけ】

日頃のコミュニケーションを促進し、労働者同士が円滑な人間関係を構築できるようにするため、チャット
を活用してオンライン上で自炊クラブなどのクラブ活動を推奨している。
また、オンラインのランチ会を業務時間として計上できるようにするなど、労働者同士のコミュニケーショ
ンをサポートしている。
これらの労働者同士の関わり合いが他の労働者にも見えるよう、チャット等を使って活動状況を共有する
ようにしている。
その他、労働者同士のことを知るため、労働者紹介を含めた社内報を週１回発行している。

【コミュニケーション活性化】

労働者数

約60人

事業内容

オンライン事務局代行サービス

事業場内産業保健担当部門

産業医

テレワークに起因した長時間労働や明確なメンタルヘルス不調者はいない

テレワークではお互いの状況や業務の状況が把握しづらいこと、情報通信技術のスキルが不足している労
働者では訴えの声をあげづらく、孤立化しやすいというリスクがあることから、月１回、上長と１ on １で面談
を実施している。また、各労働者の業務の状況を定期的にモニタリングし、月１回、顧客等とトラブルがない
かを赤・青・オレンジの３色で示し、一目でストレスがかかっている状況かどうかを判別できるようにしている。

【管理職によるマネジメント強化】

【チェックリストを用いた職場環境改善】

職場環境改善に向けた取組を実施しようとしたところ、既存のチェックリストでは会社の実情に応じた取組が
難しいと感じられたため、現在、会社の特性を踏まえた独自の職場環境改善チェックリストを作成している。
このチェックリストを用いた職場環境改善の取組について、労働者に対してインセンティブをつけて、楽し
みながら取り組んでもらう仕掛けも検討している。
労働者の約7割を占める育児中の女性労働者にとっても働きやすい職場となっている。

テレワークの実施状況
会社設立当初、労働者の希望をきっかけにテレワークを導入し、10年以上が経過している。テレワークを前提とし
た職場であり、特に利用にあたっての制限は設けていない。基本全労働者がテレワークであり、手続き等のため
に週２～３回程度出社している労働者が数名いる程度である。
入社の段階で、自宅でテレワークの環境を自前で整えることが前提となっており、採用時には作業環境やwifi環
境も含めて確認を行っている。

一次 セルフケア

一次 ラインケア

一次 ラインケア

一次 ラインケア

サマリ
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テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
従来から、外部の産業保健支援サービスも利用しながら、ストレスチェックの実施や産業医面談等、基本的な取組
を実施している。

入社時からテレワーク下におけるセルフケアについ
て啓発するとともに、家族にも理解・協力を呼び掛け
て、働きやすい環境づくりに取り組んでいる事例

事例
07

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務・サテライトオフィス勤務（実施率：約90%）

主な取組の概要

取組の成果

課 題 対 策
【家庭・家族への働きかけ】

●入社時、ご家族宛にも手紙を送付し、テレワー
クの特徴や相談先を周知している

【管理職によるマネジメント強化】
●月１回、上長と１on１で面談を実施
●業務の状況を定期的にモニタリング

【コミュニケーション活性化】
●チャットを活用してオンライン上で部活動
●オンラインのランチ会を業務時間として計上

【職場環境改善に向けたチェックリスト作成】
●テレワーク中心の職場特有の職場環境改善
チェックリストを作成中

テレワークを前提とした職場であり、家庭の
理解・協力が必要である

会社の特徴を踏まえた職場環境改善が必要

テレワークではお互いの状況や業務の状況が
把握しづらい
ITリテラシーが低い人はSOSがあげづらい

情報通信業・中規模

在宅テレワークでは、自宅で仕事をすることについて家庭・家族の理解・協力が不可欠であり、心身の不調
について、労働者本人だけでは気づきづらい場合でも、家族が早期発見できることもある。そのため、入社
時には、家族宛にも手紙を送付し、テレワークでの働き方の特徴について長時間労働になりやすい等のリ
スクも含めて説明するとともに、労働者について気になることがあった場合の相談先を周知している。
同じ情報は労働者本人にも伝えており、入社前からセルフケアの重要性を啓発している。

【家庭・家族への働きかけ】

日頃のコミュニケーションを促進し、労働者同士が円滑な人間関係を構築できるようにするため、チャット
を活用してオンライン上で自炊クラブなどのクラブ活動を推奨している。
また、オンラインのランチ会を業務時間として計上できるようにするなど、労働者同士のコミュニケーショ
ンをサポートしている。
これらの労働者同士の関わり合いが他の労働者にも見えるよう、チャット等を使って活動状況を共有する
ようにしている。
その他、労働者同士のことを知るため、労働者紹介を含めた社内報を週１回発行している。

【コミュニケーション活性化】

労働者数

約60人

事業内容

オンライン事務局代行サービス

事業場内産業保健担当部門

産業医

テレワークに起因した長時間労働や明確なメンタルヘルス不調者はいない

テレワークではお互いの状況や業務の状況が把握しづらいこと、情報通信技術のスキルが不足している労
働者では訴えの声をあげづらく、孤立化しやすいというリスクがあることから、月１回、上長と１ on １で面談
を実施している。また、各労働者の業務の状況を定期的にモニタリングし、月１回、顧客等とトラブルがない
かを赤・青・オレンジの３色で示し、一目でストレスがかかっている状況かどうかを判別できるようにしている。

【管理職によるマネジメント強化】

【チェックリストを用いた職場環境改善】

職場環境改善に向けた取組を実施しようとしたところ、既存のチェックリストでは会社の実情に応じた取組が
難しいと感じられたため、現在、会社の特性を踏まえた独自の職場環境改善チェックリストを作成している。
このチェックリストを用いた職場環境改善の取組について、労働者に対してインセンティブをつけて、楽し
みながら取り組んでもらう仕掛けも検討している。
労働者の約7割を占める育児中の女性労働者にとっても働きやすい職場となっている。

テレワークの実施状況
会社設立当初、労働者の希望をきっかけにテレワークを導入し、10年以上が経過している。テレワークを前提とし
た職場であり、特に利用にあたっての制限は設けていない。基本全労働者がテレワークであり、手続き等のため
に週２～３回程度出社している労働者が数名いる程度である。
入社の段階で、自宅でテレワークの環境を自前で整えることが前提となっており、採用時には作業環境やwifi環
境も含めて確認を行っている。

一次 セルフケア
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テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
従来から、๏ྩに基づくストレスチェック等の取組を実施している。その他、テレワークの実施にい、࣍のような
取組も։࢝している。

メンタルヘルスに関するݚमは実施していたが、階別ݚमなどମܥだったϓϩグラϜは設けていなかっ
た。また、在宅テレワーク勤務者が૿えることで、対面でのݚमでは実施が難しいとߟえられた。そこで、産
業保健スタッフと࿈ܞしながらF�MFBSninHによるݚमπールを։発し、階別ݚमを実施するとともに、年
間計ըを立てて計ը的に実施することとした。当֘ݚमはアーΧイブで一定期間見ることができるため、
労働者だけでなく、家族と一ॹに見てもらって取り組んでもらう等のٴ的なޮՌも期したものである。

【F�MFBSOJOHによるݚमπールの։ൃ】

テレワークによりチャットやメールでのコミュニケーションが૿える中、ॻきࠐまれた内༰がྫྷたく感じる、
相談しづらいといったコミュニケーション上のみをޱにする労働者が૿えたが、対応を間ҧえるとリモー
トϋラスメントにもつながるڪれがあることから、リモートϋラスメントݚमを実施することとした。
リモートϋラスメントは୭もが当事者になりಘることから、ݚमは全労働者を対として実施し、ʮ業務とは
ແ関係なϓライϕートに立ͪ入ったݴ動を上࢘がするʯʮ部ԼをࢹしҖѹする行ҝʯʮٸۓ時以外にब業
時間ޙやٳ日に業務の࿈བྷをするʯといったとなるケースを提示し、対応のཹҙ等を解説した。

【リϞートϋラスメントݚमの実施】

従来からの健߁経Ӧの取組にՃえ、ʮ健߁でいきいきとした職場づくりʯとして、こころとからだの྆ྠで
健߁づくりに取り組Ήこととし、まͣは健߁経Ӧએݴとして経Ӧトッϓからのメッセージを社内外に発信し
た。͞ らにメンタルヘルスの他、৯ੜ活・ਭ・ӡ動等のテーϚについてʮֶͿʯʮ気づくʯʮ行動するʯといった
セルフケアを重ࢹした各छݚमやセミφーをاը・実施した。

【Ӧとしͯの一ମతな取組ܦ߁݈】

テレワークにରԠ͠たݚमϓϩάϥϜを։発すると
ともに、健ܦ߁Ӧの؍から、৺の྆໘から健߁づ
くりに取り組んでいる事例

事例
0�

労働者数

約�000人

事業内容

ࣗಈंൢചۚ༥をத৺とした
֤छۚ༥事業

事業場内産業保健担当部門

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務（実施率：約30%）

主な取組の概要
課 題 対 策

【F�MFBSOJOHによるݚमπールの։発】
●在宅勤務でもडߨできるよう、F�MFBSninHに
よるメンタルヘルスݚमを実施

【健ܦ߁Ӧと͠てのҰମతͳ取組】
●心身྆面から健߁づくりに取り組Ήため、健
経Ӧの一環として取組を推進߁

●経Ӧトッϓからもメッセージを発信

【リϞートϋϥスメントݚमを࣮ࢪ】
●୭もがリモートϋラスメントの当事者になる
可性があるため、全労働者を対にݚम
を実施

メンタルヘルスにͭいͯମͬͩܥたݚमϓϩ
άラϜがなかͬた
であるࠔमはݚ務ではैདྷの対໘でのۈࡏ

テレワークでのコミュニケーションにΉ࿑
働ऀがग़ͯきた

から、৺྆໘から取り組Ή؍Ӧのܦ߁݈
必要があͬた

ۚ༥業・େ規模

産業医
อ݈ࢣ

Ӵੜ管理ऀ

F�MFBSOJOH

テレワークの実施状況
ଟ༷な働き方を実現するため、�01�年4月からテレワークを導入している。当初はখنに導入し、ঃʑに対
を֦େして現在は全ڌでテレワークの利用が可である。
もともとテレワークの利用率はߴくなかったが、৽ܕコϩφイルス感છのӨڹもあり、テレワーク実施率は
30～40%程度に૿えた。
テレワーク導入に向けて在宅勤務制度を整උし、職छわͣ利用できるようにした。テレワークの利用の有ແに
かかわらͣ、通ৗの勤務時間制度である。在宅勤務の場合はݪଇॴ定時間外労働は認めないこととしており、ඞ
要である場合には事前に上長にਃࠂしてঝ認をಘることとしている。

一次 事業場
ઐ職ケア

一次 セルフケア

一次 事業場
ઐ職ケア

ラインケアセルフケア

サマリ
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テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
従来から、๏ྩに基づくストレスチェック等の取組を実施している。その他、テレワークの実施にい、࣍のような
取組も։࢝している。

メンタルヘルスに関するݚमは実施していたが、階別ݚमなどମܥだったϓϩグラϜは設けていなかっ
た。また、在宅テレワーク勤務者が૿えることで、対面でのݚमでは実施が難しいとߟえられた。そこで、産
業保健スタッフと࿈ܞしながらF�MFBSninHによるݚमπールを։発し、階別ݚमを実施するとともに、年
間計ըを立てて計ը的に実施することとした。当֘ݚमはアーΧイブで一定期間見ることができるため、
労働者だけでなく、家族と一ॹに見てもらって取り組んでもらう等のٴ的なޮՌも期したものである。

【F�MFBSOJOHによるݚमπールの։ൃ】

テレワークによりチャットやメールでのコミュニケーションが૿える中、ॻきࠐまれた内༰がྫྷたく感じる、
相談しづらいといったコミュニケーション上のみをޱにする労働者が૿えたが、対応を間ҧえるとリモー
トϋラスメントにもつながるڪれがあることから、リモートϋラスメントݚमを実施することとした。
リモートϋラスメントは୭もが当事者になりಘることから、ݚमは全労働者を対として実施し、ʮ業務とは
ແ関係なϓライϕートに立ͪ入ったݴ動を上࢘がするʯʮ部ԼをࢹしҖѹする行ҝʯʮٸۓ時以外にब業
時間ޙやٳ日に業務の࿈བྷをするʯといったとなるケースを提示し、対応のཹҙ等を解説した。

【リϞートϋラスメントݚमの実施】

従来からの健߁経Ӧの取組にՃえ、ʮ健߁でいきいきとした職場づくりʯとして、こころとからだの྆ྠで
健߁づくりに取り組Ήこととし、まͣは健߁経Ӧએݴとして経Ӧトッϓからのメッセージを社内外に発信し
た。͞ らにメンタルヘルスの他、৯ੜ活・ਭ・ӡ動等のテーϚについてʮֶͿʯʮ気づくʯʮ行動するʯといった
セルフケアを重ࢹした各छݚमやセミφーをاը・実施した。

【Ӧとしͯの一ମతな取組ܦ߁݈】

テレワークにରԠ͠たݚमϓϩάϥϜを։発すると
ともに、健ܦ߁Ӧの؍から、৺の྆໘から健߁づ
くりに取り組んでいる事例

事例
0�

労働者数

約�000人

事業内容

ࣗಈंൢചۚ༥をத৺とした
֤छۚ༥事業

事業場内産業保健担当部門

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務（実施率：約30%）

主な取組の概要
課 題 対 策

【F�MFBSOJOHによるݚमπールの։発】
●在宅勤務でもडߨできるよう、F�MFBSninHに
よるメンタルヘルスݚमを実施

【健ܦ߁Ӧと͠てのҰମతͳ取組】
●心身྆面から健߁づくりに取り組Ήため、健
経Ӧの一環として取組を推進߁

●経Ӧトッϓからもメッセージを発信

【リϞートϋϥスメントݚमを࣮ࢪ】
●୭もがリモートϋラスメントの当事者になる
可性があるため、全労働者を対にݚम
を実施

メンタルヘルスにͭいͯମͬͩܥたݚमϓϩ
άラϜがなかͬた
であるࠔमはݚ務ではैདྷの対໘でのۈࡏ

テレワークでのコミュニケーションにΉ࿑
働ऀがग़ͯきた

から、৺྆໘から取り組Ή؍Ӧのܦ߁݈
必要があͬた

ۚ༥業・େ規模

産業医
อ݈ࢣ

Ӵੜ管理ऀ

F�MFBSOJOH

テレワークの実施状況
ଟ༷な働き方を実現するため、�01�年4月からテレワークを導入している。当初はখنに導入し、ঃʑに対
を֦େして現在は全ڌでテレワークの利用が可である。
もともとテレワークの利用率はߴくなかったが、৽ܕコϩφイルス感છのӨڹもあり、テレワーク実施率は
30～40%程度に૿えた。
テレワーク導入に向けて在宅勤務制度を整උし、職छわͣ利用できるようにした。テレワークの利用の有ແに
かかわらͣ、通ৗの勤務時間制度である。在宅勤務の場合はݪଇॴ定時間外労働は認めないこととしており、ඞ
要である場合には事前に上長にਃࠂしてঝ認をಘることとしている。

一次 事業場
ઐ職ケア

一次 セルフケア

一次 事業場
ઐ職ケア

ラインケアセルフケア

サマリ
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テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
従来から、๏ྩに基づくストレスチェック等の取組を実施している。
৽ܕコϩφイルス感છのӨڹもあり、ٸにテレワークにりସえなけれならない状況になったことにい、
。のような取組を৽たに実施した࣍

テレワークにٸにりସえる労働者が૿えたことにより、働き方や心身の状態にがੜじていないか把
握するඞ要があったため、全労働者を対としたアンケート調ࠪを実施した。
アンケート調ࠪ݁Ռから、自宅での作業環境が整っていないことに対するストレスや、家族や同ډ人がいる
ことでू中できないといったがੜじていることが明らかとなったため、在宅環境手当の支څを։࢝す
るとともに、自宅で作業しづらい労働者にはサテライトオフィスや出社などのબࢶを提示し、自宅におけ
る望ましい環境設定（র明の明る͞等）についても情報提ڙすることとした。
そのޙに実施した２回目のアンケート調ࠪでは、ストレス状況の改善が認められた。

【࿑働ऀを対としたアンケートௐࠪの実施】

テレワークでは労働者同士の状況が見えづらいため、心身の状態やチーϜワークにがないかをਘͶ
る؆୯なアンケート（コンσィションサーϕイ）をຖ日実施することとした。
アンケートはʮ身ମ面にがないかʯʮメンタルヘルス面にがないかʯʮチーϜワークになく働く
ことができているかʯの３から構成͞れており、回をू計して会社全ମの向を把握している。各労働
者は回した݁Ռを上長・人事（健߁理୲当）にެ։することの可൱をબͿことが可である。

【ʑのコンσΟションサーϕイの実施】

Ӵੜҕһ会の中で、テレワークの推進にうӡ動不足のについてࢦఠが͞れたため、ຖ日1�時に
8FC信でストレッチができるʮェルωスタイϜʯを設定した。

【8FC৴を活用したӡಈؒ࣌のઃఆ】

テレワーク֦େޙ、労働者をରと͠たアンケート
ௐࠪをߦい、職場環境改善に取り組んͩ事例事例

0�

労働者数

約��0人

事業内容

クラυサービスの։ ・ൃൢ ച・ӡ用

事業場内産業保健担当部門

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務・モόイル勤務・サテライトオフィス勤務（実施率：約90%）

主な取組の概要
課 題 対 策

【労働者をରと͠たアンケートௐࠪの࣮ࢪ】
●テレワーク導入２、ޙ回にわたってアンケート
調ࠪを実施

●調ࠪ݁Ռを踏まえ、職場環境改善を実施

【8FC信を活༻͠たӡಈ時ؒのઃఆ】
●ຖ日1�時に8FC信でストレッチができる
ʮェルωスタイϜʯを設定

【コミュニケーション活性化】
●あえて業務以外のࡶ談ができるػ会を設け
るようにした

●ラインケアについてϚωージャー同士で相談
したり産業医によるݚमのػ会を設けた

【ʑのコンσΟションαーϕΠの࣮ࢪ】
●日ʑ、心身の状態やチーϜワークにがな
いかをਘͶる؆୯なアンケートを実施

●݁Ռは上長・人事（健߁理୲当）のެ։・
ඇެ։をબ可

テレワークಋೖޙの働きํや৺へのӨڹが
からなかͬた

テレワークによりお互いの状ଶがݟえづら͘、
メンタルヘルスෆௐऀのૣݟൃظがࠔと
ΘΕたࢥ

Ӵੜҕһ会においͯ、テレワークによりӡಈ
ෆの題がࢦఠ͞Εた

テレワークのਪਐにより、コミュニケーション
が取りづらいといͬた題がでͯきた

産業医
Ӵੜ管理ऀ

情報通信業・େ規模

テレワークの推進により、コミュニケーションが取りづらいといったがでてきたため、8FC会ٞシステ
Ϝを活用して、業務以外のࡶ談ができるػ会を設けるようにした。
ラインケアとして実施していた上࢘・部Լの1 on 1面談をޮՌ的に実施し、部Լの不調に気づくことができ
るよう、不調のサインやサインがあった場合に取るき対応について産業医によるϚωージャーݚमを実
施した。また、月1回։͞࠵れるϚωージャーのҙのूまりの中で、ラインケアについてϚωージャー同
士で相談できるػ会を設けた。

【コミュニケーション活性化】

テレワークの実施状況
テレワーク（在宅勤務制度）は�011年から利用可であったが、�01�年からはݸʑ人で希望する働き方を行う

ʮ働き方એݴ制度ʯを։࢝し、テレワークも含めた自༝な時間・場ॴでの働き方がよりॊೈにできるようになった。
৽ܕコϩφイルス感છྲྀ行前は30ˋ前ޙのテレワーク率であったが、ྲྀ 行ޙはٸに90ˋ前ޙまで利用率が
上がった。
在宅環境手当として月�000円を支څしている。

一次 事業場
ઐ職ケア

一次 ラインケア

ೋ次 ラインケア

一次 セルフケア

サマリ
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テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
従来から、๏ྩに基づくストレスチェック等の取組を実施している。
৽ܕコϩφイルス感છのӨڹもあり、ٸにテレワークにりସえなけれならない状況になったことにい、
。のような取組を৽たに実施した࣍

テレワークにٸにりସえる労働者が૿えたことにより、働き方や心身の状態にがੜじていないか把
握するඞ要があったため、全労働者を対としたアンケート調ࠪを実施した。
アンケート調ࠪ݁Ռから、自宅での作業環境が整っていないことに対するストレスや、家族や同ډ人がいる
ことでू中できないといったがੜじていることが明らかとなったため、在宅環境手当の支څを։࢝す
るとともに、自宅で作業しづらい労働者にはサテライトオフィスや出社などのબࢶを提示し、自宅におけ
る望ましい環境設定（র明の明る͞等）についても情報提ڙすることとした。
そのޙに実施した２回目のアンケート調ࠪでは、ストレス状況の改善が認められた。

【࿑働ऀを対としたアンケートௐࠪの実施】

テレワークでは労働者同士の状況が見えづらいため、心身の状態やチーϜワークにがないかをਘͶ
る؆୯なアンケート（コンσィションサーϕイ）をຖ日実施することとした。
アンケートはʮ身ମ面にがないかʯʮメンタルヘルス面にがないかʯʮチーϜワークになく働く
ことができているかʯの３から構成͞れており、回をू計して会社全ମの向を把握している。各労働
者は回した݁Ռを上長・人事（健߁理୲当）にެ։することの可൱をબͿことが可である。

【ʑのコンσΟションサーϕイの実施】

Ӵੜҕһ会の中で、テレワークの推進にうӡ動不足のについてࢦఠが͞れたため、ຖ日1�時に
8FC信でストレッチができるʮェルωスタイϜʯを設定した。

【8FC৴を活用したӡಈؒ࣌のઃఆ】

テレワーク֦େޙ、労働者をରと͠たアンケート
ௐࠪをߦい、職場環境改善に取り組んͩ事例事例

0�

労働者数

約��0人

事業内容

クラυサービスの։ ・ൃൢ ച・ӡ用

事業場内産業保健担当部門

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務・モόイル勤務・サテライトオフィス勤務（実施率：約90%）

主な取組の概要
課 題 対 策

【労働者をରと͠たアンケートௐࠪの࣮ࢪ】
●テレワーク導入２、ޙ回にわたってアンケート
調ࠪを実施

●調ࠪ݁Ռを踏まえ、職場環境改善を実施

【8FC信を活༻͠たӡಈ時ؒのઃఆ】
●ຖ日1�時に8FC信でストレッチができる
ʮェルωスタイϜʯを設定

【コミュニケーション活性化】
●あえて業務以外のࡶ談ができるػ会を設け
るようにした

●ラインケアについてϚωージャー同士で相談
したり産業医によるݚमのػ会を設けた

【ʑのコンσΟションαーϕΠの࣮ࢪ】
●日ʑ、心身の状態やチーϜワークにがな
いかをਘͶる؆୯なアンケートを実施

●݁Ռは上長・人事（健߁理୲当）のެ։・
ඇެ։をબ可

テレワークಋೖޙの働きํや৺へのӨڹが
からなかͬた

テレワークによりお互いの状ଶがݟえづら͘、
メンタルヘルスෆௐऀのૣݟൃظがࠔと
ΘΕたࢥ

Ӵੜҕһ会においͯ、テレワークによりӡಈ
ෆの題がࢦఠ͞Εた

テレワークのਪਐにより、コミュニケーション
が取りづらいといͬた題がでͯきた

産業医
Ӵੜ管理ऀ
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一次 事業場
ઐ職ケア

一次 ラインケア
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サマリ



39
40

テレワークにおけるメンタルヘルス対策の取組
外部&"1ػ関を活用しながら、ストレスチェックの実施・ू ஂੳ等を行っている。�01�年からʮこころの健߁づ
くりキャンϖーンʯを年�回։࠵し、全労働者に期間内でのストレスチェックの実施をݺͼ掛けている。また、
�013年度からは職場ごとのストレス度を4段階でྨし、ੳ݁Ռをॴଐ長にフィーυόックしている。࠷もスト
レスレϕルのߴい職場においては、୲当人事がॴଐ長をサポートしながら職場環境改善に取り組んでいる。
こうした日頃の取組にՃえ、テレワークの全社導入にい、以Լの取組を実施した。

テレワークのಋ入にい、テレワークにରԠ͠たϥΠ
ンによるケアにؔするݚमを࣮͠ࢪている事例事例

�0

テレワーク実施形態・実施率：在宅勤務（実施率：約�0%）

主な取組の概要
課 題 対 策

【管理職への情報ఏڙ】
●在宅勤務におけるコミュニケーションの特徴
やオンライン会ٞで成Ռをߴめるコπについ
てニュースを信

【セルフケアݚमの࣮ࢪ】
●在宅勤務におけるストレスとうまく付き合う
ためのメンタルヘルスに関するF�MFBSninH
मの実施ݚ

コミュニケーションが取りづらい͜とによるス
トレスやݽಠײを͡ײる࿑働ऀがଟかͬた

ӡಈྔのݮগによるମॏの૿Ճや࡞業環境のม
化による͜ݞり・ࠊ௧をૌえる࿑働ऀがଟかͬた

オン・オフのෆ໌֬͞によるർ࿑のੵをૌ
える࿑働ऀがଟかͬた

労働者を対としたアンケート調ࠪを実施したところ、コミュニケーションが取りづらいことによるストレス
や孤独感を感じる労働者がଟかったため、理職を対として、オンラインコミュニケーションの特徴やオ
ンライン会ٞで成Ռをߴめるコπについてのݚमࢿྉをニュースとして信した。

【管理職へのใ提ڙ】

労働者を対としたアンケート調ࠪでは、業務時間内外の不明確͞によるർ労のੵを訴える労働者もଟ
かったため、テレワークにおけるストレスに対するセルフケアを支援することを目的として、メンタルヘルス
に関するF�MFBSninHݚमを実施した。

【セルフケアݚमの実施】

ӡ動ྔのݮগによるମ重の૿Ճや作業環境のม化によるݞこり・ࠊ௧を訴える労働者もଟかったことか
ら、ੜ活श׳改善のためのストレッチやフィットωス動ըを労働者に信し、セルフケアの一環として取り
組んでもらうように促した。

【ストレッチやフΟットネスಈըの৴】

労働者数

約�000人

事業内容

σジタルߴෳࣸػ
ϓリンターのൢച

事業場内産業保健担当部門

産業医
職ޢ

業・େ規模

【ストレッチやフΟットネスಈըの信】
●ੜ活श׳改善のため、ストレッチやフィットω
ス動ըを信

テレワークの実施状況
�01�年頃からテレワークによる在宅勤務を認めており、当初は育児や介ޢをしている労働者が対であったが
ঃʑに対ൣғを૿やしていた。
৽ܕコϩφイルス感છの֦େをडけ、ڧ制的にテレワークを全社導入した（ただし、場のੜ産ライン等は対
外）。現在の実施率は約�0%に上る。
テレワークの導入にい、ύιコンのϩグイン・ϩグオフにより࢝業・ऴ業時ࠁを把握し自動で労務理を行うこ
とができるシステϜを導入した。
また、環境整උとして、リモートワークิॿを月数ઍ円支څしている。

一次 ラインケア

一次 セルフケア

一次 セルフケア

サマリ
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ୈ̏ ষɹࢿߟࢀྉฤ

࿑働ऀの৺の݈߁のอ૿࣋ਐのたΊのࢦ（ฏ成1�年３月31日健߁保૿࣋進のためのࢦެ示ୈ３߸）
IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�UPQJDT�CVLZPLV�SPVEPV�BO�FJIPV�EM����������QEG

৺の݈߁題によりٳ業した࿑働ऀの職場෮ࢧؼԉのखҾき
IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�CVOZB�SPVEPVLJKVO�BO[FOFJTFJ���

テレワークのదなಋೖٴͼ実施のਪਐのたΊのΨイυライン
IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�TUG�TFJTBLVOJUTVJUF�CVOZB�LPZPV@SPVEPV�SPVEPVLJKVO�TIJHPUP�HVJEFMJOF�IUNM

テレワークを行͏࿑働ऀの҆શӴੜを֬อ͢るたΊのチェックリスト【事業ऀ用】ɹ
IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�DPOUFOU�����������YMTY

ࣗにおいͯテレワークを行͏ࡍの࡞業環境を֬ೝ͢るたΊのチェックリスト【࿑働ऀ用】
IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�DPOUFOU�����������YMTY

ؔ࿈ࢦ

テレワーク૬ஊࢧԉセンター
テレワーク相談センターでは、テレワーク導入・実施時の労務理上の՝等についての࣭に応じています。
また、テレワークの導入を検討するا業に対して労務理等に関するオンラインコンサルティングを実施しています。

IUUQ���XXX�UX�TPEBO�KQ�JOEFY�IUNM

産業อ݈૯߹ࢧԉセンター
（独）労働者健҆߁全ػ構が全ࠃに設ஔしている産業保健૯合支援センターでは、メンタルヘルス対ࡦに関する
相談、ݚम、情報提ڙ等の支援をݪଇとしてແྉで行っています。また、そのҬ૭ޱ（Ҭ産業保健センター）
では労働者�0人ະຬのখن事業場を対に医ࢣの面ࢦ導や健߁அの事ޙ対応等を実施しています。

5&-ʢશࠃ૬ஊφϏμΠϠルʣɿ������������
IUUQT���XXX�KPIBT�HP�KQ�TBOHZPVIPLFO�TPEBO�UBCJE�����%FGBVMU�BTQY

ストレスチェック੍サϙートμイϠル
（独）労働者健҆߁全ػ構では、ストレスチェック制度の実施やӡ用等に関するઐ用の相談૭ޱを設ஔしています。

5&-ɿ������������
IUUQT���XXX�KPIBT�HP�KQ�TBOHZPVIPLFO�IFMQMJOF�UBCJE������%FGBVMU�BTQY

ಓݝ࿑働局・࿑働ج४ಜॺ
ಓݝ労働ہ・労働基४ಜॺでは、職場の҆全Ӵੜ・健߁理に関する相談をडけ付けています。

IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�LPVTFJSPVEPVTIPV�TIP[BJBOOBJ�SPVEPVLZPLV�

૯߹࿑働૬ஊコーφー
職場のトラブルに関するご相談や、解ܾのための情報提ڙをワンストッϓで行っています。

IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�HFOFSBM�TFJEP�DIJIPV�LBJLFUV�TPVEBO�IUNM

૬ஊ૭ޱҰཡ

情報ఏڙαΠト

テレワーク૯߹ϙータルサイト
テレワーク相談ポータルサイトでは、テレワークに関する༷ʑな情報をごཡいただけます。

IUUQT���UFMFXPSL�NIMX�HP�KQ�

メンタルヘルス対策・աॏ࿑働対策
ްੜ労働লの以ԼのϗーϜϖージでは、メンタルヘルス対ࡦや過重労働対ࡦ等に関する情報を提ڙしています。

IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�CVOZB�SPVEPVLJKVO�BO[FOFJTFJ���

働͘人のメンタルヘルス・ϙータルサイトʮ͜͜Ζのࣖʯ
メンタルヘルス不調等にΉ働く方や職場のメンタルヘルス対ࡦに取り組Ή事業者等に立つ情報を提ڙして
います。また、メール・ి ・4/4による相談も実施しています。

IUUQT���LPLPSP�NIMX�HP�KQ�

ストレスチェック実施ϓϩάラϜ
ްੜ労働লではストレスチェック制度が円滑に導入できるよう、ストレスチェックのड検、݁ Ռ出力、ू ஂੳ等が
できるϓϩグラϜをແྉでしています。

IUUQT���TUSFTTDIFDL�NIMX�HP�KQ�

産業อ݈ؔॿ成ۚ
（独）労働者健҆߁全ػ構では、メンタルヘルス対ࡦをはじめとした産業保健関係の各छॿ成ۚを支څしています。

IUUQT���XXX�KPIBT�HP�KQ�TBOHZPVIPLFO�UBCJE������%FGBVMU�BTQY

ผ̍ࢴ

ผࢴ�
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